
問い合わせ先：芽室町役場政策推進課政策調整係
（0155-62-9721）

2025年

6月23日（月）

13:00～

6月29日（日）

～22:00

①「防災」

②女性の政治参画

③職場でのハラスメント

芽室町中央公民館
展示ホールで開催！
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「防災」「防災」
ー男女平等参画の視点で考えるーー男女平等参画の視点で考えるー

北海道立女性プラザ 北海道立女性プラザ

日本における自然災害発生件数及び被害額の災害別割合

関東大震災、阪神・淡路大震災及び東日本大震災による被害状況等の比較

マグニチュード6以上の地震回数

出典：USGS（世界）気象庁（日本）

(2011~2020)
日本259回
 (17.9%)

世界
 1,443回

日本111山
 (7.9%)

出典：スミソニアン自然史博物館（世界）気象庁（日本）

出典：ルーバン・カトリック大学疫学研究所災害データベース（EM-DAT）より中小企業庁作成

世界 
1,413山

活火山数

日本は国土面積で世界の0.3%にも満たない国ですが、マグニチュード（M）6以上の
地震の約2割は日本付近で発生し、活火山の7.9%が日本に存在しています。
近年でも死者・行方不明者が6,000人を超えた1995年の阪神・淡路大震災、2万人の
死者・行方不明者が出た2011年の東日本大震災をはじめ、2024年には能登半島地震
が発生しています。

注：「当時のGDP」のうち、関東大震災については粗国民生産の値
出典：諸井・武村（2004）『日本地震工学会論文集』第4巻第4号、東京市役所（1926）『東京震災録:前輯』、一橋大学社会科学統計情報研究センター『長期経済統計データ ベース』、
　　   気象庁、警察庁、消防庁、復興庁、国土庁、内閣府、財務省及び兵庫県資料を基に内閣府作成

地震の発生件数は、
自然災害発生件数の
17.9％にとどまるもの
の、被害金額は82.8％
にも上ります。

発生年月日

地震規模

直接死・行方不明

災害関連死

全壊・全焼住家

経済被害

当時のGDP

GDP比

当時の国家予算

関東大震災 阪神・淡路大震災 東日本大震災

1923年（大正12年）9月1日（土）午前11時58分

マグニチュード 7.9

約10万5千人（うち焼死 約9割）

ー

約29万棟

約55億円

約149億円

約37%

約14億円

1995年（平成7年）1月17日（火）午前5時46分

マグニチュード 7.3

約5,500人（うち窒息・圧死 約7割）

約900人

約11万棟

約9兆6千億円

約522兆円

約2%

約73兆円

2011年（平成23年）3月11日（金）午後2時46分

モーメントマグニチュード 9.0

約1万8千人（うち溺死 約9割）

約3,800人

約12万棟

約16兆9千億円

約497兆円

約3%

約92兆円

発生件数

被害額

自然災害が多い国 ー日本ー 特に被害が大きい「震災」

北海道立女性プラザ

東日本大震災 飲酒量の変化（男女別）

東日本大震災 睡眠の質の変化（男女別）

宮城県
石巻市
(雄勝地区・
牡鹿地区）

岩手県
陸前高田市｛

｛

宮城県
石巻市
(雄勝地区・
牡鹿地区）

岩手県
陸前高田市｛
｛

備考：1.厚生労働科学研究「東日本大震災被災者の健康状態等に関する調査」研究班（研究代表者:林謙治国立保健医療科学院長）資料より作成。
　　  2.東日本大震災の被災者を対象に、健康状態について長期間追跡調査を行うもので、健康診査を受診し、アンケート調査に回答した18歳以上の人
　　    （ただし、飲酒量に関する設問は20歳以上）が集計対象である。
　　  3.震災前、震災後の1週間当たりの飲酒量を尋ね、震災前に比べて飲酒量が増えた人の割合である。
　　  4.岩手県陸前高田市は、研究分担者である岩手医科大学坂田清美教授による男女別集計結果より作成。調査時期は平成23年10～12月。
　　  5.宮城県石巻市（雄勝地区・牡鹿地区）は、研究分担者である東北大学辻一郎教授による男女別集計結果より作成。調査時期は平成23年6～8月。
出典：「平成24年版男女共同参画白書」（内閣府）

備考：1.厚生労働科学研究「東日本大震災被災者の健康状態等に関する調査」研究班（研究代表者:林謙治国立保健医療科学院長）資料より作成。
　　  2.東日本大震災の被災者を対象に、健康状態について長期間追跡調査を行うもので、健康診査を受診し、アンケート調査に回答した18歳以上の人が集計対象である。
　　  3.岩手県陸前高田市は、研究分担者である岩手医科大学坂田清美教授による男女別集計結果より作成。調査時期は平成23年10～12月。
　　  4.宮城県石巻市（雄勝地区・牡鹿地区）は、研究分担者である東北大学辻一郎教授による男女別集計結果より作成。調査時期は平成23年6～8月。
　　  5.WHO（世界保健機関）が中心となって設立した「睡眠と健康に関する世界プロジェクト」が作成した不眠症判定法（アテネ不眠尺度）に基づき調査した結果。
　　　 回答者は、睡眠に関する8つの問について過去1か月間の状況に基づいて回答し、その合計点数によって不眠症の度合いを判断する
　　　（0～3点:不眠症の疑いなし、4～5点:不眠症の疑いが少しある、6点以上:不眠症の疑い）。
出典:「平成24年版男女共同参画白書」（内閣府）

飲酒量の増加率は、
 陸前高田市・石巻市ともに
女性の3%台に対し、

男性は約7～12%と高い。

睡眠障害が
強く疑われる者は、

男性の約3割に対し、
女性は約5割と高い。

男女別にみる災害から受ける影響の違い

北海道立女性プラザ

備蓄や支援物資に対する要望（男女別、複数回答）

災害直後からの避難所での生活について困っていること（男女別、複数回答）

備考：1.内閣府・消防庁・気象庁共同調査「津波避難等に関する調査」（平成23年）を基に、内閣府男女共同参画局による男女別集計。
　　  2.調査対象は、岩手県・宮城県及び福島県の沿岸地域で県内避難をしている被災者870名（女性525人、男性345人）。
　　      調査は、仮設住宅・避難所を訪問し、面接方式で実施。
　　  3.調査時期は、平成23年7月上旬から下旬。
出典：「平成24年版男女共同参画白書」（内閣府）

備考：1.内閣府「男女共同参画の視点による震災対応状況調査」（平成23年）より作成。
　　  2.調査対象は、被災3県（岩手県・宮城県・福島県）の108地方公共団体の男女共同参画担当。調査時は、平成23年11月。
出典：「平成24年版男女共同参画白書」（内閣府）

乳幼児用品について、
  女性からの要望が多い。

つまり…
「女性のニーズ　

　     ≒家族のニーズ」　

避難所の管理責任者の
     多くが男性で、

「女性の声が届きにくい」
という現実があった。

災害時における男女の支援ニーズの違い

2



北海道立女性プラザ

出典：『東日本大震災「災害・復興時における女性と子どもへの暴力」に関する調査報告書』
　　　東日本大震災女性支援ネットワーク2015年1月改定ウェブ版
　　 「聞取り集：40人の女性たちが語る東日本大震災」イコールネット仙台

出典：「被災地の女性からの雇用に関するメッセージ」（東日本大震災女性支援ネットワーク）

女性・子どもに対する暴力

被災地での女性の雇用問題

DVで離婚調停中の夫が
避難所に探しに来て、

 気持ちが落ち着かなかった。

他の避難者から怒鳴られたり、
叩かれた。

また、性的被害を
受けるケースも。

シングルマザーで
娘と二人暮らし。

    被災して仕事を失った。
    知らない町でつながりもなく、
    どうやって暮らしていけば

    いいのか不安…

震災後、
夫のイライラがひどくなり、
怒鳴られたり、無視されたり、

モノを投げつけられるようになった。

避難所で夜になると
男の人が 毛布の中に入ってくる…

周りの女性も「若いから仕方ないね」と
 見て見ぬふりをして助けてくれない。

震災後、夫が体調を崩して
仕事ができなくなった。

 生活のために正職員の仕事を希望
しているが見つからず、子どもを
預けるところもなく困っている。

特に資格のない私が
すぐに就職できる求人は
見当たらない。

そのほか…
震災で新たにDVが始まった、以前よりも暴力が悪化したというケースも。
避難所や仮設住宅では、不同意性交やのぞきの被害も実際に起こっている。

・非正規雇用の女性は解雇・雇い止めに遭いやすく
   世帯収入が減少・途絶する。
・保育所や介護施設が被災すると、仕事を
   辞めざるを得ない人も多い。
・一度離職すると、育児・介護と仕事との両立が
   一段と難しくなる。

（30代女性）

（20代女性）

（50代女性）

（20代女性）

(子どもの場合)

被災をきっかけとした女性の問題

北海道立女性プラザ

出典：「労働力調査（基本集計）2019年度（令和元年度）」総務省

出典：減災と男女共同参画 研修推進センター（GDRR）資料

平常時の社会の課題 災害時

性別を理由とした役割分担意識に関連した問題

 避難者や支援者との
  コミュニケーション不足による
仮設住宅でのひきこもり、

孤立・孤独死

アルコールや
たばこへの依存

仕事における責任・家庭の
経済的責任のプレッシャー

被災した自宅の片付け

家事・育児・介護による
家庭責任の過度な負担

ストレスや
心身の不調

家族ケアと職場復帰との
    板挟み

意思決定の場に女性が少ない(いない)

「男性は仕事」「女性は家庭」といった
性別を理由とした役割分担意識が根強い

DVや性暴力など女性に対する暴力

女性は非正規雇用で働く割合が多い

災害対応や復旧・復興で女性の意見や
ニーズが反映されず、必要な支援・物資
が提供されない

避難所運営で男性がリーダー、女性は
食事や片付けなど、特定の役割が片方
の性別に偏る

避難所などでプライバシーが守られない
ことや、様々なストレス・制約が重なること
などにより DV・性暴力のリスクが高まる

解雇、雇い止めなどの対象になりやすく、
世帯収入が減る・途絶する（ ）※女性の被雇用者のうち、非正規

　雇用で働く人の割合は約56%

 災害によって顕在化する問題

北海道立女性プラザ

女性専用スペースでは、避難所で生活する女性たちの安全と
安心の確保と、避難している女性と地元（郡山市）の女性と
の交流を大きな目的として、

女性専用スペースの開設例（福島県）

その他 市町村の取り組み

女子更衣室（段ボールカーテン)
   （福岡県朝倉市）

ビッグパレットふくしま
女性専用スペースのチラシ

（福島県）

女性専用物干し場
（熊本市）

女子トイレに設置された女性用品
（熊本県南阿蘇村）

女性着替え用テント
（釡石市）

❶ 安心してくつろげる場の提供
❷ 相談窓口の情報提供や防犯ブザーの配布
❸ 女性のための物資等の提供
❹ ストレス解消のための楽しめる場として、
　 喫茶コーナーや料理会・手芸教室等の開催
❺ 弁護士相談やマッサージなどといった
　 ボランティアへの場所の提供等、

が行われた。

出典：「平成24年版男女共同参画白書」
　     「災害対応力を強化する女性の視点（令和2年5月)」
　     「平成28年（2016年)熊本地震対応」（内閣府）

女性の視点を取り入れるために ー具体例ー

北海道立女性プラザ

参考サイト：https://jvoad.jp/       全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）

家の非常用持ち出し袋に入れるもの

外に出る時に持ち歩くもの

女性が必要なもの

ポーチなどに災害時に必要なものを入れておくと便利です。ニーズに合わせて検討しましょう。

※暗い場所でトイレへ行くときなど
　 両手が空くヘッドライトだとより便利です。

自分のニーズに合わせてコンパクトに。ベッドの近くなど持ち出しやすい場所に置きましょう。

□ スマホ用充電器
□ 現金
□ 大判のハンカチ
□ 身分証明書・健康保険証など
□ 飲料水（ペットボトル500ml程度）
□ 携帯食（ゼリーなどの栄養補助食品）

□ 飲料水
□ 軍手
□ 缶切り
□ 乾電池
□ ゴミ袋
□ 筆記用具
□ 耳栓
□ タオル
□ スリッパ
□ 救急用品
□ 携帯食（ゼリーなどの栄養補助食品）
□ ティッシュペーパー
□ スマホ用充電器・予備バッテリー
□ アルミシート・ポンチョ（防寒・着替えに役立つもの）

□ 使い捨てカイロ
□ ライター
□ 衣類
□ ヘルメット
□ 薬
□ 歯磨きセット
□ マスク
□ 体温計
□ アルコール消毒液

女性が必要なもの
□ 生理用品、おりものシート 
□ 携帯用ビデ
□ 汗拭きシート
□ スキンケア用品
□ 小型ライト
□ 中身が見えないポリ袋
□ 使いやすい形状の携帯トイレ
□ 下着
□ 髪留め
□ メイク道具
□ メイク落とし

□ 生理用品
□ 中身が見えないポリ袋
□ スキンケア・メイク落とし
□ 防犯ブザー
□ 使いやすい形状の携帯トイレ
□ 小型ライト

いざというときのために ー女性の災害への備えー
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女性の政治参画
政治分野における男女共同参画を目指して

北海道立女性プラザ

国会議員の女性議員比率

出典：内閣府男女共同参画局「政治分野における男女共同参画の推進リーフレット」

・国 務 大 臣

・副　大　臣

・大臣政務官

１５％（２０人中３人）

７％（２８人中２人）

２２％（２７人中６人）

◆衆議院 ◆参議院

（令和元年１２月現在）

（令和２年６月１７日現在） （令和２年７月２日現在）

男性
90.1％

10人に1人

男性
77.1％

女性
9.9％ 女性

22.9％

10人に2人

閣僚等に占める女性の割合

北海道立女性プラザ

国会議員に占める女性比率の推移

出典：内閣府男女共同参画局「女性の政策決定参画状況調べ（令和元年度調査結果）」

◆衆議院議員総選挙の当選者に占める女性議員の割合

◆参議院議員通常選挙後の国会招集日における女性議員の割合

衆議院議員に占める女性の割合は、戦後の一時期を除いて、１～２％台で推移。
平成８（１９９６）年に小選挙区比例代表並立制が導入されて以降、割合は上昇
傾向にはあるが、依然として１割程度と低い水準にとどまっている。

参議院議員に占める女性の割合は、昭和50年代後半以降、おおむね上昇傾向に
ある。衆議院より比率は高めで推移し、ここ数年で２割を超えたが、まだまだ少数。
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10.0%

12.0%

8.4％

4.0％

20.7％
16.1％

13.1％

1.2％

11.3％

9.9％

22.9％

10.1％

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%
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※最新値の9.9%は令和元年12月現在の数値

日本の女性国会議員の
割合（９.９％）は、

世界１９０か国中１６６位
（ＯＥＣＤ諸国中最下位）

出典：列国議会同盟（Inter-Parliamentary Union, IPU）公表データ

※各平均値は2020年８月（カッコ内は２０００年８月）の数値

※下院又は一院制議会の順位（日本では衆議院）

東アフリカに位置する内陸国
・人口1,230万人
・首都はキガリ
世界で最も貧しい地域の一つ
だが、女性の政治参画の面で
は先進国。国の「指導的機関
の地位のうち少なくとも30％
を女性が占める」よう憲法で
定めている。民族間の紛争に
よって多くの男性が犠牲とな
り大幅に人口が減少した状況
下で、それまで男性が担ってい
た職業に女性が従事すること
になり、女性の社会進出が進
んだという背景がある。

ルワンダってどんな国？
女性議員比率１位！

下　院地　域 上　院
南北アメリカ
欧州

サブサハラ・アフリカ
アジア

中東・北アフリカ
大洋州

31.7%
30.2%
24.8%
20.6%
17.5%
16.7%

32.5%
29.2%
23.9%
18.5%
10.5%
43.8%

世界の国会議員における女性議員比率

◆国会議員に占める女性議員数の世界ランキング

順位
（下院） 国　名 議員現員数（人）

うち女性

下院または一院制
女性議員
の比率
（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
38
47
78
85
117
120

166

ルワンダ
キューバ
ボリビア

アラブ首長国連邦
メキシコ
ニカラグア
スウェーデン
グラナダ
南アフリカ
アンドラ
イギリス
ドイツ
中国
アメリカ
韓国
北朝鮮

日本

80
605
130
40
500
91
349
15
396
28
650
709
2,975
431
300
687

465

49
322
69
20
241
43
164
7

184
13
220
221
742
101
57
121

46

61.3
53.2
53.1
50.0
48.2
47.3
47.0
46.7
46.5
46.4
33.9
31.2
24.9
23.4
19.0
17.6

9.9

ルワンダ

下院又は一院制議会　25.1％（13.9％）
上院　　　　　　　　24.4％（13.6％）

世界平均

北海道立女性プラザ
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全国の地方議会 都道府県別状況

出典：内閣府男女共同参画局「女性の政策決定参画状況調べ（令和元年度調査結果）」、政治分野における男女共同参画の推進ＨＰより

※市区議会・町村議会の表の数字は平成３０年１２月３１日現在、女性首長は平成３１年４月１日現在、その他は令和元年１２月３１日現在

◆都道府県議会
順位 都道府県

女性議員
の比率
（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
20

東京都
京都府
神奈川県
滋賀県
兵庫県
埼玉県
岩手県
岡山県
鳥取県
千葉県
北海道

29.0
21.7
18.1
15.9
15.1
15.1
14.9
14.5
14.3
13.8
11.0

◆市区議会

知　事

女性
 首長

政令指定都市市長 市区町村長

1,721名
32名

順位 市区議会
女性議員
の比率
（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

東京都
埼玉県
大阪府
神奈川県
千葉県
京都府
北海道
高知県
兵庫県
三重県

28.1
21.7
20.7
20.1
19.4
18.0
17.7
17.2
16.7
16.1

◆町村議会
順位 町村議会

女性議員
の比率
（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
23

神奈川県
大阪府
埼玉県
京都府
兵庫県
愛知県
山口県
長野県
広島県
三重県
北海道

23.5
22.8
18.7
15.2
13.6
13.5
13.4
13.0
12.9
12.7
10.1

20名
2名

47名
2名

市区議会都道府県議会

女性議員比率
女性議員ゼロの議会の割合

町村議会
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

30.2％

11.1％

3.8％

16.6％

0.0％

11.4％

※ともに全国平均

北海道立女性プラザ

1.6％
2.3％

11.5％

15.0％

13.0％

北海道の市町村議会における女性議員数

出典：北海道「道内市町村における男女平等参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況調査結果（令和２年）」
　　 北海道「北海道内市町村の女性の参画マップ（令和２年）」

◆道内市町村議会議員に占める女性議員の比率

※数字は全て平成３１年３月３１日現在
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年

　
　

7
年

　
　

6
年

　
　

5
年

　
　

4
年
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年

　
　

2
年

平
成
元
年

　
　

63
年

　
　

62
年

　
　

61
年

　
　

60
年

昭
和
59
年

◆管内別市町村議会議員に
占める女性議員数

総合振興局
・振興局

議員総数（人）
うち女性

女性議員の
比率（％）

石　狩
十　勝
渡　島
留　萌
上　川
胆　振
空　知
釧　路
オホーツク
日　高
後　志
根　室
桧　山
宗　谷

201
246
161
80
272
164
266
113
223
94
220
72
72
98

51
37
24
11
37
21
31
13
25
10
21
6
5
4

25.4
15.0
14.9
13.8
13.6
12.8
11.7
11.5
11.2
10.6
9.5
8.3
6.9
4.1

◆女性議員の比率が高い
市町村ベスト10と主要都市

順　位
上位10市町村
市町村名 比率（％）

1
2
3
4
5
6
7
7
9
10
10
18
21
82

歌志内市
江別市
南幌町
奈井江町
北広島市
幕別町
蘭越町
函館市
初山別村
新十津川町
上士幌町
札幌市
旭川市
釧路市

37.5
37.0
36.4
33.3
31.8
31.6
30.0
30.0
28.6
27.3
27.3
24.2
22.6
11.5

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

全道平均
296（人）

13.0％
2,282（人）

北海道立女性プラザ

世界に立ち遅れる日本

出典：特定非営利活動法人日本BPW連合会ＨＰより

順位

◆日本のジェンダーギャップ（男女格差）指数

◆世界ランキング

※ジェンダーギャップ指数…政治、経済、教育、健康の４分野について男女の間にどのくらいの格差があるのかを数値化したもの。
　スコアは「１」に近いほど格差は少なく、「０」に近いほど格差が大きいことになる。

ベスト４に並ぶ北欧諸国は、いずれも女性
議員を一定割合以上にするよう定める
『クオータ制』という仕組みを採用してい
る。アイスランドは１１年連続の首位。
３位のフィンランドでは２０１９年１２月に
現職としては世界最年少となる３４歳の
女性首相が誕生。
また内閣１９人のうち半数以上の１２人が
女性であることも話題に。

フィンランド首相のマリン氏（写真右から２人目）と女性閣僚陣

北欧は女性が大活躍！

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

121

153

国　名

アイスランド

ノルウェー

フィンランド

スウェーデン

ニカラグア

ニュージーランド

アイルランド

スペイン

ルワンダ

ドイツ

日本

イエメン

スコア

2019年
分　野

スコア 順　位
2018年

スコア 順　位
総　合
政　治
経　済
教　育
健　康

0.652
0.049
0.598
0.983
0.979

121
144
115
91
40

153ヵ国中

0.662
0.081
0.595
0.994
0.979

110
125
117
65
41

0.877

0.842

0.832

0.820

0.804

0.799

0.798

0.795

0.791

0.787

0.652

0.494

G7首位

最下位

北欧が
上位を
独占

中央アメリカ
中部の国

日本の政治分野は
１５３カ国中１４４位〉〉〉

女性首相の就任が一度もなく、議員や閣僚に占める
女性も少数なためワースト１０位という結果に

政治分野の低さが全体を押し下げ、総合順位は１２１位 と過去最低を更新

149ヵ国中

北海道立女性プラザ

諸外国の取組みと日本

出典：内閣府男女共同参画局　政治分野における男女共同参画の推進ＨＰより

※併用している国・地域もある（重複計上）

◆クオータ制の種類

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律
（候補者男女均等法、平成３０年５月２３日公布・施行）

日本でも男女の議員候補者が均等になることを目指した法律が平成30年に誕生!

クオータ(quota)とは、「割り当て、分配」の意味の英語で、政治における男女平等を
実現するために、議員・閣僚などの一定数を女性に割り当てる制度。発祥は北欧ノル
ウェー。女性の政治参加を促す有効な仕組みとして今や世界１１８の国と地域で導入さ
れている。

憲法や法律で議席のうち一
定数を女性に割り当てるよう
定めているもの。

◆目　　的
政治分野における男女共同参画を効果的かつ積極的に推進し、男女が共同して参画
する民主政治の発展に寄与すること
◆基本原則
①衆議院、参議院及び地方議会の議員の選挙において、男女の候補者の数ができる
限り均等となることを目指して行われること
②男女がその個性と能力を十分に発揮できること
③家庭生活との円滑かつ継続的な両立が可能となること

◆責 務  等
…政党等の政治活動の自由及び選挙の公正を確保しつつ、必
要な施策を策定し、実施するよう努める（実態の調査及び情
報収集等、啓発活動、環境整備、人材の育成等）
…所属する男女のそれぞれの公職の候補者の数について目標
を定める等、自主的に取り組むよう努める

努力目標にとどまっているが、女性議員増加への大きな一歩。
選挙での女性候補者の数に注目していこう！

政党その他政治団体

国・地 方公 共 団 体

政党による
自発的クオータ制
政党による

自発的クオータ制

26ヵ国

憲法や法律で議員候補者の一
定割合を女性又は男女に割り
当てるよう定めているもの。

60ヵ国

政党が党規則などにより議員候
補者の一定割合を女性又は男女
に割り当てるよう定めるもの。

55ヵ国

議席割当制議席割当制 法的候補者
クオータ制
法的候補者
クオータ制

クオータ制

北海道立女性プラザ
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北海道立女性プラザ

0

25

50

75
（%）

45.0
41.4

25.4

19.821.4

13.7

職場でハラスメントを受けた・見聞きしたことがある人は５割半ば。パワハラが45％と最も
多く、次いでセクハラが41％、ジェンダーハラスメントも25％にのぼる。

職場でのハラスメント
　　　　　　　　　　　～ 実態調査より ～

◆ 職場で受けた・見聞きしたことがあるハラスメント ◆

資料出所：
日本労働組合総連合会「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（平成29年11月）

「パワハラ」
などの職場の
いじめ・嫌がらせ

セクシュアル
ハラスメント

ジェンダー
ハラスメント

マタニティ
ハラスメント

ケア
ハラスメント

SOGI
ハラスメント

あてはまる
ものはない

いずれか
受けた・
見聞きした

性
別

女性 45.6 42.8 28.4 23.4 20.6 13.8 42.0 58.0
男性 44.4 40.0 22.4 19.4 19.0 13.6 45.6 54.4

世
代
別

10代・20代 38.0 37.0 26.5 22.5 18.5 15.0 49.5 50.5
30代 49.0 45.0 29.5 28.5 23.5 16.0 39.0 61.0
40代 46.5 43.0 24.5 24.0 19.5 12.5 42.0 58.0
50代 53.0 46.5 26.5 17.0 21.0 14.0 38.0 62.0
60代 38.5 35.5 20.0 15.0 16.5 11.0 50.5 49.5

職
業

正規雇用者・公務員 48.8 43.2 26.6 22.9 21.7 14.2 41.5 58.5
非正規雇用者 40.1 39.2 24.0 19.5 17.3 13.1 46.6 53.4

 （％）

43.8
56.2 56.2 %%

いずれかのハラスメントを
受けた・見聞きした人

北海道立女性プラザ

◆ 職場でのハラスメントを誰から受けていたか ◆

職場でのハラスメントは「上司や先輩」から受けているケースが最も多い。

資料出所：
日本労働組合総連合会「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（平成29年11月）

0 25 50 75
（%）

21.0

6.1

3.7

2.3

1.4

32.2

0 25 50 75
（%）

19.7
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取引先
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上司や
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部下や
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派遣先、
出向先
の人
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取引先
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上司や
先輩 　

同　僚

部下や
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派遣先、
出向先
の人

顧　客

取引先

その他

上司や
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同　僚
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派遣先、
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の人
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その他

上司や
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上司や
先輩 　

同　僚
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その他

0 25 50 75
（%）

27.3

9.1

3.0

1.5

2.0

22.7

0 25 50 75
（%）

28.7

6.9

4.0

3.6

2.2

12.7

0 25 50 75
（%）

27.7

7.3

4.4

6.6

2.2

30.7

0 25 50 75
（%）

21.3

7.0

4.6

6.0

3.1

21.3

複数回答

複数回答

複数回答

複数回答

複数回答

複数回答

「パワハラ」などの
職場のいじめ・嫌がらせ ジェンダーハラスメント セクシュアルハラスメント

ケアハラスメント マタニティハラスメント SOGIハラスメント

55.1 55.1 %% 50.5 50.5 %% 43.8 43.8 %%

60.2 60.2 %% 58.5 58.5 %%69.8 69.8 %%

0 25

相談した

50 75 100
（%）

相談しなかった

（%）
0 25 50 75
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◆ 職場でハラスメントを受けたとき、誰かに相談したか ◆

◆ 職場でハラスメントを受けたときに相談をした相手 ◆

資料出所：
日本労働組合総連合会「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（平成29年11月）

ハラスメントを受けたものの「誰にも相談しなかった」が４割強。
ハラスメント被害の相談相手は「職場の上司や人事担当者、同僚」が６割。

全　　　体

正規雇用者・
公務員

非正規雇用者

職
業
・　
　

雇
用
形
態
別

職場の上司や人事担当者、
職場の同僚など

親など身近な人

職場以外の知人・友人

職場の相談窓口

労 働 組 合

公的な機関（行政窓口など）

弁　護　士

その他の人

58.3

60.3

55.8

41.7

39.7

44.2

60.1

27.0

25.0

14.2

8.1

6.1

3.4

6.8

複数回答

0 25 50
（％）
75
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◆ 職場でのハラスメントを相談した際に、どのような反応があったか ◆

資料出所：
日本労働組合総連合会「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（平成29年11月）

●自身が受けたハラスメントについて相談
した際、“相談を親身に受け止めてもら
えた” という人が多いが、「適切に対応
してくれた」よりも「具体的な対応に
進まなかった」という人の方が多い。

●一方で、“相談者をさらに傷つけるよう
な対応だったケース”、“まともに対応し
てもらえないケース” もみられる。

相談は親身に受け止めて
くれたが、具体的な対応
に進まなかった

相談を親身に受け止め、
適切に対応してくれた

「相談しても解決しない」
「仕方がない」など相談
そのものに消極的な対応
を取られた

相談を親身に聞いて
くれなかった

「あなたのせいではないのか？」
「あなたも悪いのではないか」
など相談者に責任がある
ようなことを言われた

「時間がない」
などと相談を途中で打ち
切られてしまった

「うちは窓口ではない」
などとたらい回しにされた

その他

全体
女性
男性

48.0

36.5

18.2

10.1

6.1

3.4

2.0

2.0

53.8

33.0

20.9

7.7

4.4

3.3

2.2

3.3

38.6

42.1

14.0

14.0

8.8

3.5

1.8

0.0 複数回答
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北海道立女性プラザ

◆ 職場でハラスメントを受けたとき、生活上の変化はあったか ◆

47.2

33.1

19.3 18.9
15.7 14.6

12.2

7.1
3.9 2.4

●職場のハラスメントが原因で起こった生活上の変化としては、仕事に支障が出たほか、心身
の不調を感じたり、眠れなくなったりするなど、日常生活に支障をきたした人も。

●世代別にみると、若い世代ほど仕事に悪影響があったと感じている人が多い。

●職業・雇用形態別にみると、「仕事をやめた・変えた」は非正規雇用者の方が17.0ポイント
高くなった一方、「仕事のやる気がなくなったり、ミスやトラブルが多くなったりした」「仕事
を短期間休んだ」では正規雇用者・公務員が10ポイント前後高い。

資料出所：
日本労働組合総連合会「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（平成29年11月）

仕事のやる気が
なくなったり、
ミスやトラブルが
多くなったりした

心身に
不調を
きたした

夜、眠れ
なくなった

仕事を
やめた・
変えた

自分が価値の
ない存在に
なったと感じた

仕事を
短期間
休んだ

人と会う
のが怖く
なった

仕事を
長期間
休んだ

外出する
のが怖く
なった

転居
（引越し）
をした

性
別

女性 42.2 33.8 20.1 22.1 18.8 14.3 12.3 7.1 4.5 3.9
男性 55.0 32.0 18.0 14.0 11.0 15.0 12.0 7.0 3.0 -

世
代
別

10代・20代 67.5 20.0 15.0 25.0 15.0 20.0 15.0 2.5 - 5.0
30代 54.1 34.4 18.0 21.3 24.6 19.7 11.5 9.8 6.6 1.6
40代 43.6 34.5 20.0 20.0 9.1 9.1 10.9 5.5 3.6 1.8
50代 36.7 38.3 25.0 15.0 15.0 15.0 13.3 13.3 5.0 1.7
60代 36.8 34.2 15.8 13.2 13.2 7.9 10.5 - 2.6 2.6

職
業

正規雇用者・公務員 51.8 34.0 17.7 11.3 15.6 18.4 12.8 7.8 3.5 3.5
非正規雇用者 41.6 31.9 21.2 28.3 15.9 9.7 11.5 6.2 4.4 0.9

 （％）

複数回答

75

50

25

0

（％）

北海道立女性プラザ

◆ 従業員向けの相談窓口の設置状況 ◆

資料出所：
厚生労働省「職場のパワーハラスメントに関する実態調査」（平成29年４月）

0 25 50 75 100
（%）

28.9 2.4 5.8 62.9

53.0 2.7 27.417.0

39.1 54.9 3.4

52.7 2.9 11.832.6

2.6

社内に設置している
社内と社外の両方に設置している
無回答

会社とは独立した外部の組織に委託
設置していない

0 25 50 75 100
（%）

34.7 2.2 7.1 54.2 1.8

59.6 3.2 17.517.5 2.2

39.6 1.4 56.9

1.0 1.0

57.4 2.7 5.833.7

0.5

● 従業員規模別

平成28年度
実態調査

平成24年度
実態調査

99人以下

100~299人

300~999人

1000人以上

99人以下

100~299人

300~999人

1000人以上

会社とは独立した
外部の組織に委託
2.4％

無回答　1.4％

パワーハラスメントに限らず、従業
員向け相談窓口を設置している企業
は73.4％であり、企業規模が小さく
なると設置比率は相対的に低くなる
ものの、平成24年度と比較するとす
べての従業員規模の企業で比率が高
くなっている。

社内に設置社内に設置
しているしている
47.4％47.4％

社内と社外の両方社内と社外の両方
に設置しているに設置している
　23.5％　23.5％

設置して設置して
いないいない
25.2％25.2％

34.7 22.22 7.1

28.9 22.44 5.8

53.0 22.77 17.0

52.7 2.922.99 32.6

39.1 54.96622.6

59.6 3.23 17.5

57.4 72.72 33.7

39.6 4.41 56.9

44.0％

37.1％

72.7％

88.2％

96.6％

80.3％

93.8％

97.9％

北海道立女性プラザ

◆ パワーハラスメントの予防・解決のための取組の実施状況 ◆

資料出所：
厚生労働省「職場のパワーハラスメントに関する実態調査」（平成29年４月）

0 25 50 75 100
（%）

20.2 61.0 0.618.2

24.9 34.0 0.640.4

22.7 23.353.8

13.4 10.0

0.2

76.5

0.2

実施している 特に取組を考えていない現在実施していないが、取組を検討中 無回答

0 25 50 75 100
（%）

27.9 45.7 0.426.0

22.8 23.6 0.253.3

19.9 11.4 0.668.1

8.3 3.0

0.2

88.4

● 従業員規模別

平成28年度
実態調査

平成24年度
実態調査

99人以下

100~299人

300~999人

1000人以上

99人以下

100~299人

300~999人

1000人以上

無回答　0.4％

実施している実施している
52.2%52.2%

特に取組を特に取組を
考えていない考えていない
25.3％25.3％

現在実施して現在実施して
いないが、いないが、
取組を検討中取組を検討中
22.1%22.1%

パワーハラスメントの予防・解決に
向けた取組を実施している企業は
52.2％であり、企業規模が小さくな
ると実施比率は相対的に低くなるもの
の、平成24年度と比較するとすべて
の従業員規模の企業で比率が高くな
っている。

26.0

18.2

40.4

53.8

76.5

53.3

68.1

88.4

26.0％

18.2％

40.4％

53.8％

76.5％

53.3％

68.1％

88.4％

北海道立女性プラザ

個の侵害

◆ 職場におけるパワーハラスメント（パワハラ）とは ◆

職務上の地位や人間関係などの職場内での優位性を背景に、業務の適正な範囲を超え
て、精神的・身体的苦痛を与えられたり、職場環境を悪化させられる行為を言います。

定義・分類は「職場のいじめ・嫌がらせ間題に関する円卓会議ワーキング・グループ報告書」 より

● 物を投げつけられ、身体に当たった
● 蹴られたり、殴られたりした
● いきなり胸ぐらをつかまれて、説教された

● 同僚の前で、上司から無能扱いする言葉を受けた
● 皆の前で、ささいなミスを大きな声で叱責された
● 必要以上に長時間にわたり、繰り返し執拗に叱られた

● 理由もなく他の社員との接触や協力依頼を禁じられた
● 先輩・上司に挨拶しても、無視され、挨拶してくれない
● 根拠のない悪い噂を流され、会話してくれない

● 終業間際なのに、過大な仕事を毎回押しつけられる
● １人ではできない量の仕事を押しつけられる
● 達成不可能な営業ノルマを常に与えられる

● 営業職なのに、倉庫の掃除を必要以上に強要される
● 事務職で採用されたのに、仕事は草むしりだけ
● 他の部署に異動させられ、仕事を何も与えられない

● 個人所有のスマホを勝手にのぞかれる
● 不在時に、机の中を勝手に物色される
● 休みの理由を根掘り葉掘りしつこく聞かれる

❶ トップのメッセージの発信
❷ 社内ルールの決定
❸ アンケートによる実態把握
❹ 教育・研修
❺ 社内での周知・啓蒙

❶ 相談窓口の設置
❷ 再発防止

社内のパワハラ対策の取組 パワーハラスメント対策導入マニュアルより

資料出所：
厚生労働省「職場におけるハラスメント対策マニュアル」（平成29年９月）

身体的な攻撃

精神的な攻撃

人間関係からの
切り離し

過大な要求

過小な要求

個の侵害

予防する
ために

解決する
ために

7
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基
本

目
標

施
策

の
方

向
性

施
策

の
内

容
具

体
的

な
取

組
令

和
６

年
度

中
の

取
組

実
績

（
回

答
欄

）

①
人

権
尊

重
に

関
す

る
広

報
・学

習
活

動
の

充
実

●
町

公
式

L
IN

E
に

て
、
5
月

の
「こ

ど
も

ま
ん

な
か

　
児

童
福

祉
週

間
」に

合
わ

せ
た

子
ど
も

の
権

利
条

約
の

周
知

を
実

施
【子

育
て

支
援

課
】

●
図

書
館

で
の

関
係

資
料

の
提

供
　
年

間
２

９
１

日
【生

涯
学

習
課

】

●
町

内
小

中
学

校
児

童
生

徒
を

対
象

に
、
帯

広
人

権
擁

護
委

員
協

議
会

主
催

に
よ

る
「人

権
教

室
」を

実
施

。
【健

康
福

祉
課

】

②
人

権
擁

護
の

推
進

●
芽

室
町

子
ど
も

の
権

利
委

員
会

会
議

を
開

催
（

1
回

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
心

配
ご

と
相

談
（

町
社

協
主

催
）

【健
康

福
祉

課
】

●
女

性
の

た
め

の
な

ん
で

も
人

権
相

談
所

に
つ

い
て

H
P
で

周
知

【健
康

福
祉

課
】

③
行

政
情

報
に

お
け

る
配

慮
●

広
報

誌
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
。
各

種
配

布
資

料
に

男
女

の
役

割
を

固
定

的
に

扱
う
こ

と
の

な
い

よ
う
表

現

な
ど
に

配
慮

【政
策

推
進

課
】

④
男

女
共

同
参

画
意

識
を

育
む

子
育

て
の

推
進

●
妊

娠
期

・子
育

て
期

の
相

談
を

実
施

（
3
6
2
件

）
、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

育
児

相
談

を

実
施

（
6
5
6
件

）
、
妊

婦
と
そ

の
配

偶
者

を
対

象
に

パ
パ

マ
マ

教
室

を
開

催
（

6
回

開
催

、
延

べ
2
4

人
参

加
）

、
妊

婦
を

対
象

に
プ

レ
マ

マ
教

室
を

実
施

（
3
回

開
催

、
延

べ
1
0
人

参
加

）
【子

育
て

支

援
課

】

⑤
人

権
尊

重
、
男

女
共

同
、
相

互
協

力
に

つ
い

て
の

指
導

の
充

実

●
成

年
後

見
支

援
セ

ン
タ

ー
を

設
置

。
個

別
相

談
会

２
回

、
普

及
啓

発
事

業
３

回
実

施
。
　
【高

齢

者
支

援
課

】

●
妊

婦
と
そ

の
配

偶
者

を
対

象
に

パ
パ

マ
マ

教
室

を
開

催
（

6
回

開
催

、
延

べ
2
4
人

参
加

）
、
妊

婦

を
対

象
に

プ
レ

マ
マ

教
室

を
実

施
（

3
回

開
催

、
延

べ
1
0
人

参
加

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
教

科
等

で
の

指
導

【教
育

推
進

課
】

・保
健

体
育

、
道

徳
、
特

別
活

動
等

で
の

指
導

●
教

職
員

研
修

の
情

報
提

供
及

び
受

講
調

整
【教

育
推

進
課

】

・研
修

の
案

内
及

び
申

込
み

●
町

内
学

童
、
幼

稚
園

保
育

所
、
各

小
学

校
児

童
を

対
象

に
、
帯

広
人

権
擁

護
委

員
協

議
会

主

催
に

よ
る

「人
権

教
室

」を
実

施
。
【健

康
福

祉
課

】

⑥
進

路
指

導
の

充
実

●
キ

ャ
リ
ア

教
育

の
推

進
【教

育
推

進
課

】

・職
場

体
験

の
実

施

　
芽

室
南

小
学

校
　
　
1
2
月

1
7
日

　
1
3
人

　
芽

室
中

学
校

　
　
　
 1

0
月

2
9
日

　
1
1
1
人

　
上

美
生

中
学

校
　
　
1
1
月

  
8
日

　
7
人

　
芽

室
西

中
学

校
　
　
  

6
月

1
7
日

　
4
9
人

⑦
男

女
共

同
参

画
意

識
の

高
揚

●
各

種
講

座
開

催
時

に
託

児
を

実
施

（
延

べ
6
0
人

、
6
1
h
利

用
）

【子
育

て
支

援
課

】

「
第
３
期
芽
室
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
関
す
る
取
組
実
績
（
令
和
６
年
度
）
に
つ
い
て

1
男

女
共

同
参

画
の

意
識

づ
くり

〇
互

い
に

尊
重

し
合

い
支

え
合

う
地

域
社

会
の

実
現

を
目

指
し

て
、
憲

法
や

人
権

尊
重

に
関

す

る
法

令
な

ど
の

広
報

や
学

習
活

動
の

充
実

に
努

め
、
人

権
を

尊
重

す
る

意
識

づ
くり

を
進

め
ま

す
。

〇
将

来
に

わ
た

り
男

女
共

同
参

画
社

会
を

実
現

す
る

た
め

、
子

ど
も

の
頃

か
ら

人
権

を
尊

重
す

る

感
性

を
育

み
、
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
理

解
の

促
進

を
図

る
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

〇
一

人
ひ

と
り
の

能
力

や
活

力
が

引
き

出
せ

る
よ

う
、
い

つ
で

も
、
ど
こ

で
も

、
だ

れ
で

も
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
生

涯
学

習
の

環
境

を
整

え
、
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
の

情
報

を
収

集
し

、
広

報
誌

な

ど
を

活
用

し
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。

1
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基
本

目
標

施
策

の
方

向
性

施
策

の
内

容
具

体
的

な
取

組
令

和
６

年
度

中
の

取
組

実
績

（
回

答
欄

）

①
参

加
し

や
す

い
環

境
の

充
実

●
各

種
団

体
の

会
議

開
催

時
、
男

女
問

わ
ず

参
画

を
促

す
等

、
参

画
す

る
機

会
に

つ
い

て
配

慮
【農

林
課

】

②
人

材
育

成
と
研

修
機

会
の

充
実

●
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ

を
希

望
す

る
町

内
外

の
学

生
に

対
し

、
幅

広
く
行

政
事

務
や

職
場

環
境

を
経

験
で

き
る

機
会

を
図

っ
た

。
（

（
大

学
）

３
校

３
名

（
高

校
）

４
校

１
１

名
（

中
学

校
）

２
校

６
名

（
小

学

校
）

１
校

２
名

の
受

入
れ

）
【
総

務
課

】

●
男

女
共

同
参

画
パ

ネ
ル

展
の

実
施

【
政

策
推

進
課

】

①
各

種
講

座
の

開
催

と
充

実
●

「起
業

セ
ミ
ナ

ー
」9

/7
、
9
/2

8
、
1
0
/1

9
開

催
　
延

べ
5
1
名

参
加

　
【商

工
労

政
課

】

②
就

業
情

報
の

提
供

●
就

労
・雇

用
相

談
窓

口
「芽

室
町

無
料

職
業

紹
介

所
」（

平
日

常
設

）
【商

工
労

政
課

】

③
農

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

●
担

い
手

自
主

的
活

動
支

援
補

助
金

の
活

用
に

よ
る

支
援

【農
林

課
】

・令
和

６
年

度
は

女
性

農
業

者
団

体
２

団
体

の
研

修
補

助

・め
む

ろ
の

恵
み

フ
ェ
ス

タ
へ

の
補

助

④
商

工
業

な
ど
自

営
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
●

め
む

ろ
の

恵
み

フ
ェ
ス

タ
へ

の
補

助
【農

林
課

】

①
家

庭
生

活
に

関
す

る
男

女
共

同
教

育
の

推
進

●
父

親
の

子
育

て
支

援
事

業
補

助
金

交
付

に
よ

り
取

組
を

支
援

【子
育

て
支

援
課

】

●
家

庭
教

育
学

級
へ

補
助

金
等

に
よ

る
支

援
を

実
施

（
４

団
体

）
【生

涯
学

習
課

】

②
保

育
体

制
の

充
実

と
子

育
て

支
援

体
制

の
整

備

●
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

来
所

相
談

を
実

施
（

6
5
6
件

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

来
所

相
談

を
実

施
（

6
5
6
件

）
、
町

立
保

育
所

運
営

事
業

（
1

か
所

）
、
農

繁
期

の
大

型
連

休
中

（
５

月
、
９

月
）

に
２

日
ず

つ
休

日
保

育
を

実
施

。
認

可
保

育

所
運

営
事

業
（

保
育

所
２

か
所

、
認

定
こ

ど
も

園
1
か

所
、
小

規
模

保
育

事
業

所
1
か

所
）

、
延

長

保
育

及
び

障
が

い
児

保
育

を
実

施
。
て

つ
な

ん
保

育
所

で
病

後
児

保
育

を
実

施
、
利

用
者

負
担

額

（
保

育
料

）
の

減
免

拡
大

（
所

得
に

関
わ

ら
ず

全
て

の
３

～
５

歳
及

び
３

歳
未

満
児

の
非

課
税

世

帯
の

利
用

者
負

担
額

が
無

料
、
３

歳
未

満
児

の
第

２
子

半
額

、
第

３
子

以
降

無
料

。
ま

た
、
年

収

約
6
4
0
万

未
満

相
当

世
帯

の
第

２
子

以
降

３
歳

未
満

児
の

利
用

者
負

担
額

を
無

料
）

、
ひ

と
り
親

世
帯

等
に

お
け

る
利

用
者

負
担

額
の

軽
減

（
年

収
約

3
6
0
万

円
未

満
相

当
の

ひ
と
り
親

世
帯

等
は

無
料

）
、
保

護
者

の
育

児
休

業
時

に
お

け
る

在
所

児
に

係
る

継
続

入
所

拡
大

（
年

齢
に

関
わ

ら
ず

、

下
の

子
が

３
歳

に
な

る
月

の
末

日
ま

で
引

き
続

き
通

所
可

能
）

、
町

内
外

問
わ

ず
保

育
施

設
等

を
利

用
す

る
３

～
５

歳
の

副
食

費
全

額
無

料
、
町

内
保

育
施

設
利

用
時

の
使

用
済

み
紙

お
む

つ
の

自
園

処
分

実
施

。
児

童
手

当
制

度
改

正
に

伴
う
対

象
者

及
び

金
額

等
の

拡
充

（
対

象
年

齢
1
8
歳

ま
で

に

拡
充

、
所

得
制

限
撤

廃
、
第

３
子

一
律

3
0
,0

0
0
円

）
。
【子

育
て

支
援

課
】

③
子

ど
も

の
居

場
所

づ
くり

●
風

の
子

め
む

ろ
の

開
催

（
4
9
回

開
催

、
児

童
利

用
回

数
延

べ
1
,0

0
7
回

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
児

童
生

徒
支

援
事

業
【教

育
推

進
課

】

・ス
ク

ー
ル

ラ
イ

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

１
名

配
置

④
児

童
虐

待
防

止
対

策
の

充
実

●
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
代

表
者

会
議

（
1
回

）
・実

務
者

会
議

（
1
回

）
・個

別
ケ

ー

ス
検

討
会

議
実

施
（

3
家

族
3
回

実
施

）
、
相

談
件

数
（

1
4
件

）
、
児

童
虐

待
防

止
推

進
月

間

（
1
1
月

）
に

合
わ

せ
た

啓
発

の
実

施
（

広
報

誌
）

【子
育

て
支

援
課

】

2
働

く
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参

画
の

推
進

〇
雇

用
相

談
に

関
す

る
窓

口
の

設
置

や
、
男

女
の

職
業

能
力

の
開

発
・育

成
等

の
た

め
の

各

種
講

座
の

開
催

な
ど
、
就

業
情

報
の

提
供

や
学

習
機

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

〇
農

業
、
商

工
業

な
ど
自

営
業

に
お

い
て

、
生

産
・経

営
の

担
い

手
と
し

て
幅

広
い

技
術

を
取

得
す

る
た

め
の

研
修

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。
ま

た
、
地

場
産

品
を

活
用

し
た

特
産

品
の

開
発

や

企
業

を
め

ざ
す

女
性

へ
の

情
報

提
供

な
ど
、
地

域
の

活
性

化
の

た
め

の
活

動
を

促
進

し
ま

す
。

2
家

庭
生

活
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

〇
仕

事
と
育

児
の

両
立

を
可

能
と
す

る
た

め
の

保
育

体
制

の
整

備
や

、
男

性
の

家
事

・育
児

等

へ
の

参
加

促
進

、
親

の
不

安
や

悩
み

に
対

処
す

る
た

め
の

相
談

窓
口

の
充

実
を

図
る

と
と
も

に
、

子
ど
も

の
虐

待
防

止
な

ど
子

育
て

を
社

会
全

体
で

支
え

る
環

境
づ

くり
に

努
め

ま
す

。

2
ま

ち
づ

くり
に

お
け

る
男

女
共

同

参
画

の
推

進

〇
多

様
な

価
値

観
に

立
っ
た

ま
ち

づ
くり

が
求

め
ら

え
る

中
、
誰

も
が

個
性

と
能

力
を

発
揮

し
、
政

治
や

経
済

を
は

じ
め

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
参

画
す

る
こ

と
が

で
き

、
意

見
や

考
え

方
を

反
映

さ
せ

て
い

け
る

よ
う
な

環
境

づ
く
り
に

努
め

ま
す

。

〇
性

別
に

関
わ

ら
ず

、
誰

も
が

望
ん

だ
と
き

に
ま

ち
づ

くり
に

参
画

で
き

る
機

会
の

確
保

や
、
行

政

に
関

す
る

関
心

を
高

め
る

た
め

の
情

報
発

信
な

ど
に

努
め

ま
す

。

2

10



基
本

目
標

施
策

の
方

向
性

施
策

の
内

容
具

体
的

な
取

組
令

和
６

年
度

中
の

取
組

実
績

（
回

答
欄

）

①
町

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

の
推

進
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
人

件
費

の
一

部
等

助
成

②
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活

動
へ

の
参

加
の

促
進

●
町

主
催

の
会

議
に

お
け

る
市

民
フ
ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

活
用

　
２

回
開

催
　
【魅

力
創

造
課

】

③
生

涯
学

習
活

動
へ

の
参

加
の

促
進

●
図

書
館

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

　
年

間
の

べ
２

３
０

回
【生

涯
学

習
課

】

④
防

災
・減

災
活

動
の

推
進

●
芽

室
町

災
害

対
策

本
部

訓
練

に
お

い
て

、
「め

む
ろ

共
助

の
会

」の
女

性
会

員
の

参
加

協
力

も
得

て
、
災

害
時

の
対

応
を

訓
練

し
た

。
住

民
避

難
訓

練
に

お
い

て
、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

し
た

ク
イ

ッ
ク

パ
ー

テ
イ

シ
ョン

、
マ

ル
チ

テ
ン

ト
を

組
み

立
て

、
備

蓄
品

の
確

認
を

し
た

。
女

性
に

配
慮

し
た

備
蓄

強
化

と

し
て

、
サ

ニ
タ

リ
ー

シ
ョー

ツ
、
お

り
も

の
シ

ー
ト

等
を

備
蓄

し
た

。
【総

務
課

】

①
女

性
団

体
の

育
成

、
自

立
と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

くり

●
担

い
手

自
主

的
活

動
支

援
補

助
金

の
活

用
に

よ
る

支
援

【農
林

課
】

・令
和

６
年

度
は

女
性

農
業

者
団

体
２

団
体

の
研

修
補

助

・め
む

ろ
の

恵
み

フ
ェ
ス

タ
へ

の
補

助

②
学

習
機

会
の

充
実

●
「起

業
セ

ミ
ナ

ー
」9

/7
、
9
/2

8
、
1
0
/1

9
開

催
　
延

べ
5
1
名

参
加

　
【商

工
労

政
課

】

③
庁

舎
内

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
●

研
修

等
の

機
会

の
提

供
【総

務
課

】

①
男

女
が

互
い

に
協

力
し

合
う
意

識
の

形
成

●
妊

婦
と
そ

の
配

偶
者

を
対

象
に

パ
パ

マ
マ

教
室

を
開

催
（

5
回

開
催

、
延

べ
2
4
人

参
加

）
【子

育
て

支
援

課
】

②
学

習
機

会
の

充
実

●
妊

婦
と
そ

の
配

偶
者

を
対

象
に

パ
パ

マ
マ

教
室

を
開

催
（

5
回

開
催

、
延

べ
2
4
人

参
加

）
【子

育
て

支
援

課
】

③
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
推

進

●
芽

室
町

職
員

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
等

に
関

す
る

要
綱

を
策

定
し

、
職

務
上

不
利

益
を

受
け

た
場

合

の
相

談
体

制
を

整
備

し
た

。
【総

務
課

】

●
テ

レ
ワ

ー
ク

の
推

進
【総

務
課

】

①
女

性
へ

の
暴

力
根

絶
に

つ
い

て
の

認
識

の
浸

透

●
Ｄ

Ｖ
被

害
に

関
す

る
パ

ン
フ
レ

ッ
ト

等
を

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
備

え
付

け
【健

康
福

祉
課

】

●
女

性
の

た
め

の
人

権
な

ん
で

も
相

談
所

、
女

性
の

人
権

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
、
女

性
へ

の
暴

力
根

絶
の

取
組

を
H

P
で

周
知

【健
康

福
祉

課
】

●
Ｄ

Ｖ
被

害
に

関
す

る
相

談
や

一
時

保
護

に
つ

い
て

、
十

勝
総

合
振

興
局

と
連

携
を

図
っ
て

い
る

【健

康
福

祉
課

】

②
女

性
の

人
権

と
性

を
尊

重
す

る
意

識
づ

くり
の

推
進

●
女

性
の

た
め

の
人

権
な

ん
で

も
相

談
所

、
女

性
の

人
権

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
、
女

性
へ

の
暴

力
根

絶
の

取
組

を
H

P
で

周
知

　
【健

康
福

祉
課

】

2
地

域
社

会
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

〇
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

男
女

共
同

参
画

社
会

を
め

ざ
し

、
家

庭
、
職

場
、
学

校
、
地

域
な

ど

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
分

野
に

お
い

て
町

、
町

民
、
事

業
者

等
が

相
互

に
協

力
し

合
う
連

携
体

制
の

整
備

に
努

め
ま

す
。

〇
誰

も
が

住
み

や
す

い
社

会
を

実
現

す
る

た
め

、
地

域
活

動
を

通
じ

て
、
そ

こ
に

住
む

人
々

の
協

調
と
連

携
の

意
識

を
育

て
、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活

動
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど
へ

の
参

加
を

促
進

し
ま

す
。

〇
災

害
時

に
男

女
が

と
も

に
協

力
し

て
乗

り
越

え
ら

れ
る

よ
う
、
日

頃
か

ら
の

協
力

体
制

を
呼

び
か

け
る

と
と
も

に
、
女

性
の

視
点

を
取

り
入

れ
、
生

活
に

密
着

し
た

災
害

対
策

を
進

め
ま

す
。

2
女

性
の

活
躍

推
進

〇
各

種
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
学

習
機

会
を

設
け

、
女

性
の

自
立

支
援

や
育

成
に

努
め

、
地

域
全

体
で

女
性

の
活

躍
推

進
の

意
識

を
高

め
る

と
と
も

に
、
取

り
組

み
や

す
い

環
境

づ
くり

に
努

め
ま

す
。

〇
町

内
へ

の
意

識
啓

発
に

向
け

、
庁

舎
内

に
お

い
て

も
研

修
活

動
の

充
実

や
適

材
適

所
へ

の

人
材

配
置

な
ど
、
体

制
整

備
に

努
め

ま
す

。

2
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

〇
職

場
優

先
の

組
織

や
風

土
を

変
え

る
た

め
に

、
働

き
方

や
性

別
に

よ
る

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

を
見

直
し

、
地

域
社

会
や

家
庭

生
活

に
参

画
で

き
る

よ
う
意

識
啓

発
を

行
い

ま
す

。

〇
男

女
が

と
も

に
働

き
な

が
ら

家
庭

生
活

に
積

極
的

に
参

画
で

き
る

環
境

整
備

に
努

め
ま

す
。

3
配

偶
者

等
に

対
す

る
あ

ら
ゆ

る

暴
力

の
根

絶

〇
D

V
、
セ

ク
シ

ャ
ル

・ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

、
ス

ト
ー

カ
ー

行
為

、
性

の
商

品
化

等
の

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
根

絶
に

向
け

て
、
世

代
を

問
わ

ず
性

に
関

す
る

意
識

の
高

揚
に

努
め

ま
す

。

〇
配

偶
者

等
に

対
す

る
暴

力
は

重
大

な
人

権
侵

害
で

あ
り
、
暴

力
の

根
絶

を
図

る
こ

と
は

男
女

共
同

参
画

社
会

を
形

成
し

て
い

く上
で

、
克

服
す

べ
き

重
大

な
課

題
で

す
。
そ

の
予

防
と
被

害
か

ら
の

回
復

の
た

め
の

相
談

、
支

援
体

制
を

整
備

す
る

と
と
も

に
、
広

報
や

啓
発

活
動

を
行

い
ま

す
。

〇
関

係
機

関
と
連

携
し

、
緊

急
時

に
お

け
る

安
全

の
確

保
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
継

続
的

な

自
立

支
援

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
支

援
に

関
す

る
基

本
的

な
情

報
適

用
を

行
い

ま
す

。
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基
本

目
標

施
策

の
方

向
性

施
策

の
内

容
具

体
的

な
取

組
令

和
６

年
度

中
の

取
組

実
績

（
回

答
欄

）

①
健

康
診

査
な

ど
予

防
対

策
の

充
実

●
受

験
年

度
に

当
た

る
中

3
・高

3
(又

は
そ

の
年

齢
に

該
当

す
る

者
)を

対
象

に
、
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク

チ
ン

接
種

費
用

の
半

額
助

成
を

実
施

（
中

3
：

8
9
人

、
高

3
：

4
9
人

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
予

防
接

種
の

実
施

（
高

齢
者

肺
炎

球
菌

ワ
ク

チ
ン

接
種

者
数

：
7
6
人

、
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン

接
種

者
数

（
高

齢
者

等
）

：
2
,3

4
2
人

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
ワ

ク
チ

ン
接

種
者

数
：

9
1
8
人

）
【健

康
福

祉
課

】

●
成

人
風

し
ん

抗
体

検
査

・予
防

接
種

の
実

施
（

抗
体

検
査

実
施

者
数

：
7
5
人

、
予

防
接

種
実

施
者

数
：

1
6
人

）
【健

康
福

祉
課

】

●
が

ん
検

診
等

各
種

健
（

検
）

診
の

実
施

【健
康

福
祉

課
】　

※
受

診
者

数
を

記
載

（
若

年
健

診
：

6
1
人

、
脳

ド
ッ
ク

：
1
5
2
人

、
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
検

診
：

7
8
人

、
胃

が
ん

検
診

：
1
,0

2
5
人

、
肺

が

ん
検

診
：

1
,2

0
9
人

、
大

腸
が

ん
検

診
：

1
,2

1
3
人

、
子

宮
が

ん
検

診
：

5
0
0
人

、
乳

が
ん

検
診

：

6
2
4
人

）

②
健

康
づ

く
り
事

業
の

充
実

●
教

育
推

進
課

実
施

の
生

活
習

慣
病

検
査

に
お

い
て

、
要

指
導

等
と
な

っ
た

児
童

生
徒

と
そ

の
親

を
対

象
に

、
保

健
師

及
び

管
理

栄
養

士
に

よ
る

個
別

相
談

を
実

施
（

1
1
人

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
学

校
健

康
診

断
実

施
事

業
（

小
・中

）
【教

育
推

進
課

】

・小
４

、
中

１
の

受
験

希
望

者
及

び
全

学
年

の
所

見
者

を
対

象
に

生
活

習
慣

病
検

査
を

実
施

　
受

験
者

数
　
小

学
生

：
1
4
人

　
　
中

学
生

：
1
5
人

●
健

診
結

果
説

明
会

の
実

施
（

保
健

指
導

数
：

1
3
4
人

、
栄

養
指

導
数

9
人

）
、
出

前
健

康

講
座

の
実

施
（

1
0
件

）
、
庁

内
健

康
相

談
の

実
施

（
3
6
9
件

）
【健

康
福

祉
課

】

●
生

活
習

慣
改

善
教

室
の

開
催

（
R

6
年

1
2
月

～
R

7
年

２
月

開
催

、
参

加
者

2
5
人

）
【健

康

福
祉

課
】

●
健

康
ポ

イ
ン

ト
制

度
の

実
施

（
ポ

イ
ン

ト
達

成
者

数
：

5
9
3
人

）
【健

康
福

祉
課

】

●
う
つ

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

（
実

施
数

：
2
3
1
人

）
【健

康
福

祉
課

】

③
母

子
保

健
の

推
進

●
母

子
手

帳
交

付
・後

期
妊

婦
相

談
に

よ
る

面
談

を
実

施
（

1
6
5
件

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
乳

幼
児

健
診

を
実

施
（

健
診

受
診

数
を

計
上

）
～

4
か

月
児

（
8
8
件

）
、
1
0
か

月
児

（
9
1

件
）

、
1
歳

9
か

月
児

（
1
1
8
件

）
、
3
歳

6
か

月
児

（
1
2
7
件

）
、
2
歳

6
か

月
児

相
談

（
2
9

件
）

【子
育

て
支

援
課

】

●
訪

問
指

導
を

実
施

～
妊

婦
（

延
べ

1
人

）
、
産

婦
（

延
べ

8
6
人

）
、
幼

児
保

護
者

（
延

べ
0

人
）

、
新

生
児

（
延

べ
3
4
人

）
、
未

熟
児

（
延

べ
2
人

）
、
乳

児
（

延
べ

3
4
人

）
、
幼

児

（
延

べ
1
人

）
【子

育
て

支
援

課
】

●
産

後
ケ

ア
事

業
を

実
施

（
延

べ
1
7
7
件

）
【子

育
て

支
援

課
】

④
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

●
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
設

置
（

設
置

数
６

６
世

帯
）

【高
齢

者
支

援
課

】

●
介

護
用

品
の

支
給

（
介

護
家

族
へ

の
支

援
）

　
（

利
用

者
３

名
）

【高
齢

者
支

援
課

】

●
高

齢
者

食
事

サ
ー

ビ
ス

（
利

用
者

３
９

名
）

【高
齢

者
支

援
課

】

●
在

宅
通

院
移

送
サ

ー
ビ

ス
（

特
殊

車
両

に
よ

る
通

院
費

の
一

部
助

成
）

　
（

利
用

者
１

１

名
）

【高
齢

者
支

援
課

】

●
除

雪
サ

ー
ビ

ス
（

利
用

者
　
５

９
人

）
【高

齢
者

支
援

課
】

●
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と
し

て
、
高

齢
者

や
そ

の
家

族
の

た
め

の
相

談
窓

口
を

民
間

委
託

に
よ

り
設

置
。
相

談
延

べ
数

1
,9

3
0
件

。
　
【高

齢
者

支
援

課
】

⑤
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

充
実

●
介

護
保

険
事

業
所

指
定

【高
齢

者
支

援
課

】

　
・新

規
指

定

　
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

お
よ

び
介

護
予

防
・日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
　
１

事
業

所

男
女

の
自

立
し

た
安

心
な

生

活
と
健

康
づ

く
り
支

援

〇
男

女
そ

れ
ぞ

れ
の

健
康

課
題

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
を

普
及

し
、
個

人
の

健
康

づ
くり

を
支

援

す
る

と
と
も

に
、
女

性
の

妊
娠

・出
産

期
な

ど
体

の
状

態
に

変
化

が
み

ら
れ

る
時

期
な

ど
の

健
康

保

持
に

つ
い

て
支

援
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

〇
高

齢
者

、
障

が
い

者
、
ひ

と
り
親

家
庭

等
さ

ま
ざ

ま
な

困
難

を
抱

え
る

人
々

が
自

立
し

て
生

活

し
、
社

会
の

あ
ら

ゆ
る

場
面

に
参

画
で

き
る

よ
う
、
各

種
支

援
サ

ー
ビ

ス
や

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

〇
男

女
が

と
も

に
介

護
を

担
う
こ

と
が

で
き

、
家

族
や

地
域

が
支

え
合

い
安

心
し

て
介

護
が

で
き

る
、
ま

た
、
受

け
ら

れ
る

た
め

の
老

人
福

祉
施

設
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

3
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基
本

目
標

施
策

の
方

向
性

施
策

の
内

容
具

体
的

な
取

組
令

和
６

年
度

中
の

取
組

実
績

（
回

答
欄

）

⑥
高

齢
者

生
き

が
い

対
策

の
推

進
●

令
和

6
年

5
月

～
令

和
7
年

3
月

、
町

内
在

住
6
5
歳

以
上

の
町

民
を

対
象

と
し

た
「め

む
ろ

柏
樹

学
園

」を
開

設
。
1
3
6
名

在
籍

。
【生

涯
学

習
課

】

⑦
高

齢
者

の
機

能
訓

練
・介

護
予

防
等

の
推

進

●
介

護
予

防
教

室
の

開
催

　
【高

齢
者

支
援

課
】

・介
護

予
防

教
室

「ま
る

元
運

動
教

室
」(

参
加

者
7
7
名

)

・機
能

訓
練

教
室

「い
き

い
き

リ
ハ

ビ
リ
教

室
」(

参
加

者
6
6
名

)

・高
齢

者
体

力
増

進
教

室
「か

ら
だ

イ
キ

イ
キ

運
動

塾
」(

参
加

者
1
5
名

)

●
介

護
予

防
ポ

イ
ン

ト
推

進
事

業
(登

録
者

6
0
名

)　
【高

齢
者

支
援

課
】

⑧
障

が
い

者
の

地
域

生
活

支
援

・福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

●
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
籍

す
る

保
育

施
設

と
定

期
的

に
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
、
芽

室
町

相
談

支

援
事

業
所

に
よ

る
計

画
相

談
を

実
施

【子
育

て
支

援
課

】

●
通

院
・通

所
に

伴
う
交

通
費

の
助

成
（

利
用

人
数

1
1
5
人

）

⑨
安

定
し

た
生

活
確

保
に

向
け

た
心

理
的

・経
済

的
支

援

●
ひ

と
り
親

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
（

延
べ

3
2
人

、
6
0
h
利

用
）

、
産

前
産

後
ヘ

ル
パ

ー

派
遣

事
業

（
延

べ
3
1
8
人

、
7
0
1
h
利

用
）

を
実

施
【子

育
て

支
援

課
】

●
児

童
生

徒
支

援
事

業
【教

育
推

進
課

】

・ス
ク

ー
ル

ラ
イ

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

1
名

配
置

●
要

・準
世

保
護

就
学

援
助

事
業

（
小

・中
）

【教
育

推
進

課
】

・学
用

品
費

等
の

支
給

　
認

定
世

帯
（

年
度

末
時

点
）

：
1
1
1
世

帯

●
大

学
等

就
学

支
援

事
業

【教
育

推
進

課
】

・大
学

等
奨

学
金

貸
付

者
：

7
7
名

・私
立

高
等

学
校

生
徒

授
業

料
補

助

　
認

定
生

徒
数

：
1
8
名

（
補

助
決

定
1
3
名

）

⑩
そ

の
他

の
取

組
（

①
～

⑨
以

外
）

●
オ

レ
ン

ジ
カ

フ
ェ
へ

の
介

護
家

族
の

参
加

は
、
1
2
回

の
開

催
回

に
対

し
、
1
0
回

で
2
1
人

の
延

参

加
人

数
。
【高

齢
者

支
援

課
】

●
高

齢
者

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
の

実
施

。
協

定
締

結
事

業
所

数
1
6
か

所
。
　
【高

齢
者

支

援
課

】

●
高

齢
者

S
O

S
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
の

実
施

。
事

前
登

録
者

数
1
3
人

（
う
ち

高
齢

者
見

守
り
シ

ー

ル
配

布
者

7
人

）
、
協

力
事

業
所

数
4
4
か

所
。
　
【高

齢
者

支
援

課
】

●
芽

室
中

学
校

3
年

生
を

対
象

と
し

て
「赤

ち
ゃ

ん
ふ

れ
あ

い
体

験
事

業
」を

2
日

間
に

わ
た

っ
て

実

施
【子

育
て

支
援

課
】

〇
男

女
そ

れ
ぞ

れ
の

健
康

課
題

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
を

普
及

し
、
個

人
の

健
康

づ
くり

を
支

援

す
る

と
と
も

に
、
女

性
の

妊
娠

・出
産

期
な

ど
体

の
状

態
に

変
化

が
み

ら
れ

る
時

期
な

ど
の

健
康

保

持
に

つ
い

て
支

援
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

〇
高

齢
者

、
障

が
い

者
、
ひ

と
り
親

家
庭

等
さ

ま
ざ

ま
な

困
難

を
抱

え
る

人
々

が
自

立
し

て
生

活

し
、
社

会
の

あ
ら

ゆ
る

場
面

に
参

画
で

き
る

よ
う
、
各

種
支

援
サ

ー
ビ

ス
や

相
談

体
制

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

〇
男

女
が

と
も

に
介

護
を

担
う
こ

と
が

で
き

、
家

族
や

地
域

が
支

え
合

い
安

心
し

て
介

護
が

で
き

る
、
ま

た
、
受

け
ら

れ
る

た
め

の
老

人
福

祉
施

設
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

男
女

の
自

立
し

た
安

心
な

生

活
と
健

康
づ

く
り
支

援
3
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～ 北海道庁からのご案内 ～

共働き世帯が増えている今、

両親が協力して育児を行うことが必須となっています。

北海道では、企業や地域子育て支援拠点等の希望に応じて講師を派遣し、

育児に対する理解を深めてもらうことを目的に

「お父さん応援講座」を行っています。

北海道

お申し込みはこちら↓↓

他の家庭でも同じような状況だと
知れて安心した。

講師（お父さん）の
実体験が聞けて非常に参考になった。

お父さんが積極的に育児に関わることが

家族の幸せに繋がると感じた。

※ 市町村担当所管課を通して、
北海道へお申し込みをお願いします。

～講座を受けた感想～

北海道保健福祉部子ども政策局子ども政策企画課
TEL ：011-206-6309（直通）(内線25-761)
Mail：hofuku.kodomo1@pref.hokkaido.lg.jp
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Foreign Language

HOME › 保健福祉部 › 子ども政策局 › お父さん応援講座の実施について

お父さん応援講座の実施について

「お父さん応援講座」の開催企業・団体、市町村等の募集について

共働き世帯が増えている今、両親が協力して育児を行うことが必須となっています。
北海道では、企業や地域子育て支援拠点等の希望に応じて講師を派遣し、育児に対する理解を深めても
らうことを目的に「お父さん応援講座」を行っています。
お父さん応援講座は、男性（父親）を対象とした子育て講座（家庭におけるパートナーの役割や家事・
子育ての楽しさ、子どもとの接し方・遊び方などの内容）です。
少子化対策や子育て支援の推進の取組の一環として、企業・団体の研修や学びの場、地域のお父さん方
の集まる場（子育て支援拠点等）で、ぜひご活用ください。

（1）参加者

子育て中の父親やこれから父親になる男性を主な対象としています。
※ お子さんや女性（母親）の同席も可能です。

（2）開催場所・日時

会場については申込者で、用意してください。日時は道が講師と調整させていただきます。

（3）講師派遣費用

無料
※道との共催とさせていただきます。

（4）開催期間

令和7年（2025年）9月1日～令和8年（2026年）2月27日（予定）
※開催時期については、相談を承ります。

（5）その他

道内4か所（各回定員30名）です。
※応募は先着順とさせていただきます。応募多数の場合は、締め切らせていただきます。

「講師派遣申請書」に記入の上、市町村担当所管課を通じて北海道庁までお申し込みください。

講師派遣申請書 (DOCX 13.8KB)

カテゴリー

子ども政策局メニュー

北海道トップ

 検索

カテゴリから探す 組織から探す 防災情報

ページ内目次

「お父さん応援講座」の開催企業・団体、市町村等の募集につ

いて

1内容

2申込方法

少子化

子育て支援

注目情報

１　こども基本法

こども家庭庁

こどものいけん

２　少子化対策

少子化

次世代教育

共同宣言・タイアップ協定

北海道ユースプランナー制度

３　結婚支援

結婚支援

４　子育て支援

北海道妊婦・子育て世帯優先マ
ーク

こどもまんなか応援サポーター

こどもファスト・トラック

どさんこ・子育て特典制度

赤ちゃんのほっとステーション

ほっかいどう未来輝く子育て大

賞

せわずきせわやき隊（地域の子
育て・子育ち支援）／北海道す

きやき隊（企業・団体の子育て

支援）

お父さん応援講座

保育の無償化

待機児童

読み上げる

2025/08/12 19:26 お父さん応援講座の実施について - 保健福祉部子ども政策局

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/otousankouza.html 1/4
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募集案内 (PDF 921KB)

 

 

保健福祉部子ども政策企画課子ども政策係
〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目
TEL : 011-206-6309
FAX : 011-232-4240

最終更新日：2025年5月1日（木曜日）

PDFファイルをご覧いただくためには、Acrobat Readerのプラグイン（無償）が必要となります。
お持ちでない場合は、お使いの機種とスペックに合わせたプラグインをインストールしてください。

Acrobat Readerをダウンロードする

3募集案内

カテゴリ 少子化 子育て支援

子ども政策局のカテゴリ お父さん応援講座 少子化

このページに関するお問い合わせ

お問い合わせフォーム

認可外保育施設

５　保育事業者向け案内

感染性胃腸炎の予防対策

認定こども園許可・認定関係

不動産登記に係る非課税措置

６　保育人材

子育て支援員研修

保育士

処遇改善等加算Ⅱ

放課後児童支援員認定資格研修

令和5年度保育士等実態調査

保育士・保育所支援事業

７　母子保健

母子保健

にんしんSOS

妊娠・出産

出産後の赤ちゃんの検査

妊娠・出産に関する悩み

助成制度（不妊治療等助成事
業、医療給付事業など）

８　児童相談

児童虐待防止

９　ヤングケアラー

ヤングケアラー

10　社会的養育

里親

11　子どもの貧困

子どもの貧困対策

子どもの居場所作り

12　ひとり親

ひとり親支援

13　旧優生保護法　

旧優生保護法

14　新型コロナウイルス感染症対

策

新型コロナウイルス対応

15　障がい児支援

2025/08/12 19:26 お父さん応援講座の実施について - 保健福祉部子ども政策局

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/otousankouza.html 2/4
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- 3 - 

令和６年度「まちづくりに関する住民意識調査」概要 

 

≪調査の目的≫ 

  これまでのまちづくりに対する住民の満足度や、これからの行政（施策）推進に係る住

民の意向を調査する。 

  なお、この調査では「第５期芽室町総合計画」後期実施計画の施策ごとの目標に対する

進ちょく状況を把握することに活用する。 

 

≪調査対象者≫ 

芽室町民の男女別各年齢層の中から無作為に抽出した 2,000 名 

 

≪調査方法≫ 

①10 代～40 代の調査対象者は、インターネット回答 

②50 代以上の調査対象者は、インターネット回答または、返信用封筒による郵送提出 

 

≪調査期間≫ 

令和 6 年１２月 18 日（水）～令和 7 年１月１7 日（金） 

 

≪回答者数・回答率≫ 

令和 7 年 1 月 17 日（金）現在   回答者数 594 名   

回答率 29.7% 

（令和５年度回答率 29.1%） 

 

 ＊令和６年度調査より、調査方法を変更しています。 

＊「第５期芽室町総合計画」では、施策ごとに目標値を設定しており、その関連の設問項目は 

次のとおりです。 

問７ 問８ 問９ 問 10 問 11 問 12 問 13 問 14 問 16 問 17 

問 18 問 19 問 20 問 21 問 22 問 23 問 24 問 25 問 26 問 27 

問 28 問 29 問 3１ 問 3２ 問 3３ 問 3４ 問 3５ 問 3６ 問 3７ 問 3８ 

問 40 問 41 問 42 問 43 問 44 問 45 問 47    

 

＊選択肢以外の自由記載欄などに記載いただいた内容は、基本的に原文のまま、掲載します。ただし、

個人の特定に繋がる可能性の高い記述について、該当部分を削除等することがあります。 

＊回答結果の割合「%」は回答数に対して、それぞれの割合を小数点以下第 2 位で四捨五入している

ため、合計が 100.0%にならない場合があります。 
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- 20 - 

問 22 芽室町は「性別に関係なく社会進出(参加)ができるまち」だと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問２2×問 1 性別×問２年齢のクロス集計（グラフ中の数字は回答人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５期芽室町総合計画（実施計画）

における目標値と達成状況 

R3 時点 58.0% 

R5 時点(前回) 60.3% 

R6 時点(今回) 64.5% 

目標値(R8 時点) 90.0% 

  

・前回調査時より 4.2 ポイント増加しました。 

・女性よりも男性の方が、「思う」「どちらかというと思う」の割合が高くなっていま

す。 

思う

72
13.3%

どちらかというと

思う

278
51.2%

どちらかと

いうと思わ

ない

124
22.8%

思わない

69
12.7%

9

4

3

3

2

5

12

3

2

2

5

6

11

6

13

26

22

17

38

23

6

10

15

12

25

31

30

2

5

12

16

14

17

7

2

4

4

7

11

8

11

1

2

8

7

9

10

8

1

5

3

5

1

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

女
性

男
性

思う どちらかというと思う どちらかというと思わない 思わない
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- 21 - 

問 23 芽室町は「人権が尊重され、差別や人権侵害がないまち」だと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 住んでいる地域の避難場所を知っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５期芽室町総合計画（実施計画）

における目標値と達成状況 

R3 時点 70.0% 

R5 時点(前回) 69.6% 

R6 時点(今回) 72.6% 

目標値(R8 時点) 90.0% 

  

第５期芽室町総合計画（実施計画）

における目標値と達成状況 

R3 時点 86.4% 

R5 時点(前回) 84.1% 

R6 時点(今回) 83.9% 

目標値(R8 時点) 87.0% 

  

思う

86
15.8%

どちらかというと

思う

309
56.8%

どちらかというと

思わない

96
17.6%

思わない

53
9.7%

知っている

481
83.9%

知らない

92
16.1%
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- 80 - 

●市街地にも行きやすく道も広くて運転しやすいです。 

●住民任せにして放置せず、町がリーダーシップを発揮している。一方で、住民の自主性を重んじ、後押しし

ていることが伝わってくるので、若い世代にも未来があると感じるから。  

●除雪、又街路樹の剪定など、町の景観や清掃等、きちんとしてくれていると思う。自分でも街路樹の枯葉

が飛んでくるけれど、秋はそのあとの清掃に忙しいです。 

●商店街が寂しい、商店主の高齢化と昔の勢いが無くなっている。最近は若者の活動が少しずつ見えてきて

いるが、夜に仲間内で楽しんでいるようにしか見えない。しかし、今、始まったばかりで、時間をかけて育

ててほしいし、情報をいろいろな方法で発信して欲しいし、四季に応じたイベントを明るいうちから企画さ

れる事に期待したい。 

●上の記載と矛盾するかもしれませんが、情報発信は身近に感じています。公園がいいところが多いので、

自信を持って、さらに充実するように応援したいです。 

●上美生の意見が軽視されている気がする。 

●水道水が不味すぎる。 

●生活を送る上で特に困っていない。地元のものは美味しい。水もおいしい。娯楽が乏しいと思う点だけマ

イナス。 

●多くの面で充実している 

●地域観光に関しては弱さを感じる。嵐山再開発に期待する。 

●町がコンパクトで移動しやすい。 

●町というより、友達がおおいこと。 

●町外に出たことがないので、分からないけど嫌いではないです。 

●同級生もたくさんいるし、そこそこスーパー、病院多いし……です 

●日甜の臭いは苦手だけど、静かで緑が多い町は好きです。 

●晩成社の末裔です五代前が入植しました 

●問１8 の理由と同じです。更に芽室公園の環境が良いこと、嵐山展望台からの景観、町内の至る所から見

える日高と大雪の山並み、そして何より畑がきれいだ 

●野良猫の、保護で 10匹面倒を見ています。野良ちゃんでも、大変可愛いです。 

●人（馬鹿が多い） 

 

「どちらかというと嫌い」「嫌い」の理由 

●町中のお店や数などが、少なく、比べる町としてはどうかと思うけれど、音更町等と比べた場合、同じ帯

広市の隣町としてさびし過ぎるから 

●買い物や遊ぶ所が少ない。予暇をすごしやすい町にしてほしい 

●どんどんお店がなくなっていき、芽室町=有名な物や場所がないから。 

●観光が弱い、買い物する場所が少ない、若者の集まれる場所が少ない 

●まず差別的な町というところ。また男尊女卑が激しい町。古い考えの老人が多い。町の行政も役場の建

物だけ立派で何やってるのかわからない。芽室に招致した、目玉の企画があり賑わったなど聞いたことが

ない。 

●男女平等ではなく、男性社会であること.プライバシーに配慮しない方が多い。閉鎖的な文化.噂話などが

多すぎてどこで何を言われているか怖くなる。地域特有だと感じる。 

●十勝全体にいえることだか、住民の質が悪い。十勝性とでも言うのか、排他的であり、矮小されたコミニ

20
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狩 猟 免 許 等 取 得 費 用 の 助 成 通 行 止 め の お 知 ら せ

狩 猟 免 許 と 猟 銃 所 持 許 可 の 新 規

取 得 に 掛 か る 費 用 （ 講 習 会 受 講 料 、

申 請 手 数 料 等 ） を 助 成 し ま す 。

　 農 作 物 ・ 家 畜 が 被 害 に 遭 わ れ て

い る 方 や 有 害 鳥 獣 駆 除 に 興 味 が あ

る 方 は ぜ ひ 免 許 等 を 取 得 し 、 自 分

た ち で 農 地 を 守 り ま し ょ う 。

芽 室 町 内 に 住 所 を 有 す る 方 で 、

猟 友 会 帯 広 支 部 芽 室 部 会 に 入 会 し 、

有 害 鳥 獣 駆 除 を 行 う こ と が で き る

方
助 成 金 額

　 取 得 に 掛 か る 経 費 10 ／ 10 以 内 （ 上

限 10 万 円 、 予 算 の 範 囲 内 ）

※ 詳 細 は 町 ホ ー ム ペ ー

ジ か ら
北 海 道 ホ ー ム ペ ー ジ ま た は 十 勝

総 合 振 興 局 （ ☎ ２ ６ ︲ ９ ０ ２ ８ ） へ

　 北 海 道 猟 友 会 帯 広 支 部 （ ☎ ２ ４

︲ ４ ０ ９ ３ ） で 予 備 講 習 を 実 施 し

て い ま す 。

■ 銃 所 持 許 可 申 請 等

　 詳 細 は 帯 広 警 察 署 （ ☎ ２ ５ ︲ ０

１ １ ０ ） に 御 確 認 く だ さ い 。

問 芽 室 町 有 害 鳥 獣 対 策 協 議 会 事 務 局

（ 農 林 課 農 畜 産 振 興 係 ）

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ５

祥 栄 第 １ 幹 線 明 渠 排 水 路 工 事 （ 国

営 事 業 ） に 伴 う 関 山 橋 工 事 の た め 、

次 の 期 間 通 行 止 め を 行 い ま す 。 ご

不 便 を お か け し ま す が 、 期 間 中 は 、

迂 回 の ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

工 期　 令 和 ７ 年 ６ 月 13 日 （ 金 ） ～

令 和 ８ 年 ３ 月 19 日 （ 木 ） ま で （ 予 定 ）

※ 関 山 橋 は ７ 月 か ら 通 行 止 め で 工

事 開 始 予 定

位 置 図 参 照

問 環 境 土 木 課 道 路 公 園 管 理 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ 6　 ２ 階 �
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0
0
〜

1
6
：

3
0

（
時

短
勤

務
も

可
能

）
有

限
会

社
め

む
ろ

プ
ラ

ニ
ン

グ
上

芽
室

基
線

4
番

地
1
1

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
4
〜

5
名

搾
乳

、
牛

舎
の

清
掃

等
5
：

3
0
〜

8
：

3
0
、

1
6
：

0
0
〜

1
9
：

0
0

川
端

牧
場

伏
美

2
3
線

6
9
番

地

※
賃

金
な

ど
の

詳
細

は
、

芽
室

町
無

料
職

業
紹

介
所

ま
で

お
気

軽
に

お
問

い
合

せ
く

だ
さ

い
。

※
面

接
に

は
芽

室
町

無
料

職
業

紹
介

所
が

発
行

す
る

紹
介

状
が

必
要

で
す

。
※

随
時

紹
介

を
行

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
こ

の
求

人
の

中
で

も
す

で
に

決
定

済
と

な
っ

て
い

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

お 仕 事 探 し と 求 人 は

「 芽 室 町 無 料 職 業 紹 介 所 」

本 通 3 丁 目

「 芽 室 町 無 料 職 業 紹 介 所 」 は 、 求

職 と 求 人 の マ ッ チ ン グ を 行 っ て い

ま す 。 芽 室 町 内 で お 仕 事 を お 探 し

の 方 、 求 人 情 報 掲 載 希 望 の 町 内 事

業 所 は ぜ ひ ご 登 録 く だ さ い 。

求 人 登 録 票 ・ 求 職 申 込 書 （ ホ ー

ム ペ ー ジ ・ 窓 口 備 え 付 け ） を 提 出 

問 芽 室 町 無 料 職 業 紹 介 所

　 （ Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 Ｑ ｕ ｃ ｕ ｒ ｃ ｕ ｓ 内 ）

営 業 時 間　 平 日 10 時 〜 18 時

☎ ６ ７ ︲ ５ １ ４ ４

　 （ 担 当 ： 商 工 労 政 課 工 業 労 政 係 ）

通 行 止 め 区 間

北
７
線関
山
神
社

河 北 西 二 十 六 号 線

関 山 橋

北
６
線

揖
斐
川
町
編

都
市

好
交
流
情
報

友 友
好

都
市

提
携

19
年

で
す

！

　
揖
斐
川
町
役
場
広
報
担
当
の
髙
橋
み
き

で
す
。
揖

斐
川

町
と

芽
室

町
は

平
成

18
年
に
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、
令
和
元
年

か
ら
は
相
互
職
員
交
流
派
遣
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
職
員
交
流
派
遣
と
は
、
互
い
の
町
を
知

り
知
見
を
広
げ
る
た
め
に
、
揖
斐
川
町
の

職
員
が
芽
室
町
に
、
芽
室
町
の
職
員
が
揖

斐
川
町
に
２
年
間
派
遣
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　
私
も
派
遣
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
今
年

３
月
ま
で
芽
室
町
魅
力
創
造
課
に
在
籍
し

芽
室
町
の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

芽
室
町
で
の
生
活
は
刺
激
的
で
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
春
か
ら
は
揖

斐
川
町
に
戻
り
、
広
報
担
当
と
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
揖
斐
川
町
の

旬
な
情
報
を
芽
室
町
の
み
な
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
！

　
さ

っ
そ

く
４

月
に

は「
竹

の
ぬ

く
も

り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

華け

厳ご
ん

寺じ

と
い
う
大
き
な
お
寺
の
参
道
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
竹
が
彩
り
、
多
く
の

参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。「
広
報
い
び
が
わ
」

５
月
号
は
私
が
撮
影
し
た
こ
の
写
真
が
表

紙
な
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

家 事 の 知 恵 ① ～ 男 女 共 同

参 画 審 議 会 よ り ～

コ ン ポ ス ト 購 入 補 助

令 和 ６ 年 度 男 女 共 同 参 画 審 議 会

結 果 よ り 、 第 １ 回 家 事 の 知 恵 コ ー

ナ ー を 開 設 ！ 今 回 は 、『 タ オ ル が ふ

っ く ら 仕 上 が る 洗 濯 の テ ク ニ ッ ク 』

を ご 紹 介 。

①� 洗 濯 脱 水 後 の タ オ ル を 半 分 に 折

る
② そ れ を 上 下 に 振 る （ 10 回 以 上 ）

　 こ れ を す る だ け で 、 い つ も よ り

タ オ ル が ふ わ ふ わ に … ！？ 是 非 お 試

し く だ さ い ！ （ Ｄ Ｃ Ｍ の Ｈ Ｐ よ り

引 用 ）

　 ま た 、 皆 様 が 行 っ て い る 家 事 の

工 夫 を 募 集 中 ！ 応 募 い た だ い た 内

コ ン ポ ス ト 容 器 の 中 に 生 ご み を

入 れ る と 有 機 物 を エ サ に す る 微 生

物 が 分 解 し 堆 肥 化 が 進 み ま す 。 生

ご み の 減 量 化 に も 期 待 が で き る こ

と か ら 、 多 く の 家 庭 か ら の 申 請 を

お 待 ち し て い ま す 。

容 は 、 今 後 こ の コ ー ナ ー に て 皆 様

に ご 紹 介 さ せ て い た だ こ う と 思 い

ま す 。 Ｑ Ｒ コ ー ド か ら の 応 募 お 待

ち し て い ま す ！ 誰 で も 楽 に 楽 し く

家 事 を 行 え る よ う 取 り

組 ん で い き ま し ょ う ！

問 政 策 推 進 課 政 策 調 整 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ １　 ２ 階 7

■ 補 助 対 象 容 器

　 コ ン ポ ス ト 容 器 、 生 ご み を 堆 肥

化 す る 容 器

■ 補 助 額

　 購 入 金 額 の ３ 割 （ １ ０ ０ 円 未 満

切 り 捨 て ）

申 請 方 法

・� 補 助 金 交 付 申 請 書 に ① 補 助 金 交

付 申 請 額 ② 購 入 容 器 の 「 製 品 名 」

「 製 造 メ ー カ ー 」「 容 量 」 を 記 入 し 、

生 活 環 境 係 窓 口 （ ２ 階 10 番 カ ウ

ン タ ー ） で お 申 込 み く だ さ い 。

・� 書 類 の 審 査 後 、 補 助 金 交 付 決 定

通 知 書 を 交 付 し ま す 。

・� 芽 室 町 内 の 販 売 店 で 購 入 い た だ

き 、 領 収 書 を 添 付 し て 補 助 金 実

績 報 告 書 を 提 出 し て く だ さ い 。

▲
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
竹

▶
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

☎
０
５
８
５
－
２
２
－
２
１
１
２

※ 詳 細 は ホ ー ム ペ ー ジ を 参 照 。

■ 注 意 事 項

・� 電 話 や メ ー ル 等 で の 申 請 は 受 け

付 け て お り ま せ ん 。

・ １ 世 帯 １ 台 ま で で す 。

・� 町 内 に 居 住 し 、 町 内 の 販 売 店 で

購 入 し た 方 が 補 助 対 象 と な り ま

す 。

問 環 境 土 木 課 生 活 環 境 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ６　 ２ 階 �

芽
室
町
HP
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ー バ ー 、 除 湿 機 能 付 き 空 気 清 浄 機

な ど に お い て 、 一 部 の 機 種 で は 冷

媒 に フ ロ ン 類 が 入 っ て い る も の が

あ り ま す 。 フ ロ ン 類 が 入 っ て い た

場 合 は 返 却 さ せ て い た だ き ま す 。

■ お す す め

　 粗 大 ご み の 申 込 み は 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ

公 式 ア カ ウ ン ト が 便 利 で す 。 メ ニ

ュ ー 画 面 の 「 ご み 」 メ ニ ュ ー か ら お

申 し 込 み く だ さ い 。

※ 申 込 期 限 及 び 収 集 日

等 は 下 の Ｑ Ｒ コ ー ド を

ご 利 用 く だ さ い 。

問 環 境 土 木 課 生 活 環 境 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ６　 ２ 階 �

女 性 の た め の 人 権 な ん で も

相 談 所

海 の 日 （ ７ 月 21 日 ） は 「 く り

り ん セ ン タ ー 」 休 館 日 で す

男 女 共 同 参 画 パ ネ ル 展 実 施

粗 大 ご み （ ７ 月 分 ） を 収 集

し ま す

生 活 ･ 仕 事 ･ 就 職 相 談 会

戦 没 者 追 悼 式 ・ 賛 助 会 員

募 集 の ご 案 内

敬 老 祝 金 ・ 商 品 券 の 贈 呈

家 事 の 知 恵 ② ～ 男 女 共 同

参 画 審 議 会 よ り ～

法 務 局 帯 広 支 局 及 び 帯 広 人 権 擁

護 委 員 協 議 会 で は 、 帯 広 市 と の 共

催 に よ り 、「 女 性 の た め の 人 権 な ん

で も 相 談 所 」 を 定 期 的 に 開 設 し て

い ま す の で 、 ご 利 用 く だ さ い 。

支 相 談 は 、 女 性 の 方 の み 。

支� 事 前 予 約 不 要 、 相 談 無 料 、 秘 密

厳 守 。

支� 人 権 擁 護 委 員 が 相 談 を お 受 け し

ま す 。

７ 月 12 日 （ 土 ） 、 ９ 月 12 日 （ 金 ） 、

　 11 月 12 日 （ 水 ）

　 全 日 、 午 後 １ 時 か ら 午 後 ３ 時 30

分 ま で （ 最 終 受 付 ： 午 後 ３ 時 ）

帯 広 市 西 ４ 条 南 13 丁 目 １

帯 広 市 と か ち プ ラ ザ ３ 階 ３ ０ ４ 号

室
問 帯 広 人 権 擁 護 委 員 協 議 会

☎ ２ ４ ︲ ５ ８ ５ ３

く り り ん セ ン タ ー は 定 期 点 検 の

た め 、 休 館 と な り ま す 。 個 人 で の

ご み の 持 ち 込 み は で き ま せ ん の で 、

ご 注 意 く だ さ い 。

　 な お 、 町 内 収 集 地 区 の 燃 え る ご み ・

資 源 ご み は 通 常 ど お り 回 収 し ま す 。

問 環 境 土 木 課 生 活 環 境 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ６　 ２ 階 �

男 女 共 同 参 画 社 会 は 、 男 女 が 互

い に 人 権 を 尊 重 し 、 一 人 ひ と り が

持 っ て い る 個 性 や 能 力 を 十 分 に 発

揮 で き る 豊 か な 社 会 の こ と で あ り 、

毎 年 ６ 月 の 「 男 女 共 同 参 画 週 間 」 に

合 わ せ て パ ネ ル 展 を 開 催 し ま す 。

６ 月 23 日 （ 月 ） 13 時 ～ ６ 月 29 日

（ 日 ） 22 時

芽 室 町 中 央 公 民 館　 展 示 ホ ー ル

問 政 策 推 進 課 政 策 調 整 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ １　 ２ 階 7

7 月 は 、 粗 大 （ 大 型 ） ご み を 収 集

す る 月 で す 。 町 内 会 ・ 行 政 区 に よ

っ て 収 集 日 等 が 異 な り ま す の で 、「 ご

み 収 集 日 カ レ ン ダ ー 」 な ど で 収 集

日 を ご 確 認 い た だ き 、 担 当 ま で お

申 し 込 み く だ さ い 。 な お 、 収 集 日

の １ 週 間 前 が 申 込 期 限 で す 。

■ お 願 い

　 申 込 期 限 を 過 ぎ る と お 受 け で き

ま せ ん の で 、 次 回 の 申 込 み で お 願

い し ま す 。 ま た 、 申 し 込 み の な い

粗 大 ご み は 収 集 し ま せ ん 。

■ 注 意

　 除 湿 器 や 冷 風 機 、 ウ ォ ー タ ー サ

生 活 や 仕 事 、 就 職 に 関 す る 相 談

会 を 実 施 し ま す 。 秘 密 厳 守 、 事 前

予 約 制 。 相 談 料 は 無 料 で す 。

1 「 生 活 ・ 仕 事 相 談 会 」

戦 没 者 追 悼 式 は 先 人 を 敬 い 、 平

和 を 願 い 、 国 を 愛 す る 心 の も と に

今 日 ま で 厳 粛 に 行 わ れ て き ま し た 。

年 々 、 大 戦 を 知 る 経 験 者 が 少 な く

町 で は 、 米 寿 （ 満 88 歳 ） を 迎 え る

方 に 敬 老 祝 金 を 、 喜 寿 （ 満 77 歳 ） を

迎 え る 方 に 敬 老 祝 い の 商 品 券 を 贈

呈 し て い ま す 。

　 ９ 月 以 降 に 対 象 者 の 方 へ 案 内 と

引 換 券 を 送 付 し ま す が 、 町 税 等 に

滞 納 が あ る 場 合 、 贈 呈 対 象 外 と な

り ま す の で 、 納 期 ま で に お 支 払 い

く だ さ い 。

「 米 寿 」　 昭 和 12 年 ４ 月 １ 日 か ら

今 回 は 、 料 理 が 苦 手 な 方 で も 簡

単 に 作 れ る 『 マ グ カ ッ プ オ ム ラ イ

ス の 作 り 方 』 を ご 紹 介 で す 。

①� マ グ カ ッ プ に ご 飯 ・ ケ チ ャ ッ プ ・

好 き な 具 材 を 入 れ て 混 ぜ る

②� ス ラ イ ス チ ー ズ を 乗 せ 、 溶 き 卵

を 入 れ る

③� 電 子 レ ン ジ で 加 熱 （ ５ ０ ０ Ｗ で

２ 分 ～ ２ 分 半 ） 後 、 ケ チ ャ ッ プ

を か け て 完 成 （ カ ゴ メ （ 株 ） Ｈ Ｐ

よ り 引 用 ）

　 簡 単 に 作 れ ま す の で 、 是 非 お 試

し 下 さ い ♪

　 ま た 、 皆 様 か ら の 家 事 の 知 恵 を

引 き 続 き 募 集 中 ！ ご 応

募 は Ｑ Ｒ コ ー ド か ら 。

問 政 策 推 進 課 政 策 調 整 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ １　 ２ 階 7

生 活 ・ 仕 事 に つ い て お 悩 み の 方

６ 月 26 日 （ 木 ）

　 ① ９ 時 30 分 ～

　 ② 10 時 30 分 ～ （ 各 時 間 帯 １ 人 ）

芽 室 町 役 場 健 康 福 祉 課

２ 「 就 職 相 談 会 」

Ａ　 応 募 書 類 作 成 ・ 面 接 コ ー ス

Ｂ　 就 職 ・ 転 職 相 談 コ ー ス

※ 職 歴 、 資 格 を も と に 人 事 担 当 者

が 会 い た く な る 履 歴 書 の 書 き 方 や

面 接 対 策 の ア ド バ イ ス も 行 い ま す 。

就 職 ・ 転 職 に つ い て お 悩 み の 方

６ 月 13 日 （ 金 ）

① 10 時 ～

② 11 時 10 分 ～ （ 各 時 間 帯 １ 人 ）

芽 室 町 役 場 健 康 福 祉 課

開 催 日 の 前 日 ま で

問 自 立 相 談 支 援 事 業 所 と か ち 生 活

あ ん し ん セ ン タ ー

☎ ６ ６ ︲ ７ １ １ ２

な っ て お り 、 戦 後 生 ま れ の 世 代 へ

確 か に 伝 達 し て い く た め の 貴 重 な

機 会 と な っ て お り ま す 。 本 年 も 先

の 大 戦 で 亡 く な ら れ た 戦 没 者 の 追

悼 式 を 次 の と お り 行 い ま す 。

７ 月 16 日 （ 水 ） 11 時 ～

中 央 公 民 館 ２ 階 講 堂

賛 助 会 員 の 募 集

　 芽 室 町 遺 族 会 で は 、 戦 没 者 ご 遺

族 並 び に 本 会 の 諸 事 業 に ご 賛 同 い

た だ け る 賛 助 会 員 の 募 集 を し て お

り ま す 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 、

事 務 局 へ お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

問 芽 室 町 遺 族 会 事 務 局

（ 健 康 福 祉 課 社 会 福 祉 係 ）

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ３　 １ 階 2

昭 和 13 年 ３ 月 31 日 ま で に 生 ま れ た 方

「 喜 寿 」　 昭 和 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 昭

和 24 年 ３ 月 31 日 ま で に 生 ま れ た 方

※ 令 和 ７ 年 ９ 月 15 日 時 点 で 、 町 内

に 在 住 し て い る 方 が 対 象

問 健 康 福 祉 課 社 会 福 祉 係

☎ ６ ２ ︲ ９ ７ ２ ３　 １ 階 2
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■
電

池
の

捨
て

方
に

つ
い

て
　
電
池
は
、
破
損
・
変
形
に
よ
り
発
熱
・
発
火
す
る
危
険
性
が
高
く
、
そ
れ
以
外
の
ご

み
に
混
入
し
た
電
池
が
出
火
原
因
と
な
る
火
災
事
故
等
が
全
国
的
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
要
に
な
っ
た
電
池
は
、
種
類
ご
と
に
処
分
の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
処

分
方
法
や
回
収
方
法
を
参
考
に
、
適
正
な
処
分
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問問
環
境
土
木
課
生
活
環
境
係
　

環
境
土
木
課
生
活
環
境
係
　
☎☎
62
-9
72
6　

62
-9
72
6　

2階
�

2階
�

電
池
の
種
類

処
分
方
法

使 い 切 り 電 池 （ 一 次 電 池 ）

乾
電
池

ア
ル
カ
リ
、
マ
ン
ガ
ン

透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、袋
に「
有
害
ご
み
」

も
し
く
は「
危
険
ご
み
」と
記
入
し
て
燃
や
せ
な

い
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
イ
ン
電
池
は
絶
縁
処
理
(※
)を
し
て
か
ら
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
イ
ン
電
池

型
番
が
CR
、
BR
の
電
池

ボ
タ
ン
電
池

型
番
が
SR
、
PR
、
LR
の
電
池

酸
化
銀
電
池
、
空
気
電
池
、

ア
ル
カ
リ
ボ
タ
ン
電
池

絶
縁
処
理（
※
）を
し
た
上
で
、
ボ
タ
ン
電
池
回

収
缶
設
置
・
回
収
協
力
店
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
回
収
し
て
い
る
町
内
電
気
店
】

・
コ
ス
モ
ス
ベ
リ
ー
ズ
道
東
電
機（
株
）J
A
め
む
ろ
店

・
デ
ン
キ
の
や
ま
ざ
き

・
パ
ル
ポ
ー
ト
め
む
ろ

充 電 し て 繰 り 返 し

使 え る 電 池 （ 二 次 電 池 ）

小
型
充
電
式
電
池（
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
）

ス
リ
ー
ア
ロ
ー
マ
ー
ク
の
あ
る

ニ
カ
ド
電
池（
N
i-C
d)

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池（
N
i-M
H）

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池（
Li-
io
n）

回
収
協
力
店
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
回
収
し
て
い
る
町
内
電
気
店
】

・
コ
ス
モ
ス
ベ
リ
ー
ズ
道
東
電
機（
株
）J
A
め
む
ろ
店

・
デ
ン
キ
の
や
ま
ざ
き

・
パ
ル
ポ
ー
ト
め
む
ろ

・
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
芽
室（
携
帯
電
話
に
関
連
す
る

　
本
体
、
ケ
ー
ブ
ル
お
よ
び
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
）

小
型
シ
ー
ル
鉛
蓄
電
池

（
バ
イ
ク
な
ど
の
バ
ッ
テ
リ
ー
）

町
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

販
売
店
や
製
造
メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
町
内
電
気
店
で
回
収
で
き
な
い
二
次
電
池

　
・
破
損
、
膨
張
、
変
形
、
解
体
、
分
解
お
よ
び
ス
リ
ー
ア
ロ
ー
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
な
い
も
の

　
※
上
記
の
も
の
に
つ
い
て
は
環
境
土
木
課
生
活
環
境
係（
２
階
10
番
カ
ウ
ン
タ
ー
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協
力
店
へ

協
力
店
へ

燃
や
せ
な

い
ご
み

（
有
害
ご
み
）

※
絶
縁
処
理
の
例

セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ

2323
す

ま
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内
容
　

日
時
・
期
間
　

場
所
　

対
象
　

定
員
　

料
金
又
は
賃
金
　

応
募
方
法
　

申
込
期
限

問
問
合
せ
先
　
☎
電
話
　
窓
口
番
号

特 　 集

み ん な の
ひ ろ ば

目 　 次旬 の 人

た の し く
子 育 て

ホ ッ ト
ボ イ ス

教 育 情 報

だ い ち く ん

社 協 　だ よ り 広 　 告各 種 団 体お 知 ら せ
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R7 家事に対する意識アンケート結果 

 

 

問１ あなたの性別を教えてください。 次の中から１つ選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年代を教えてください。 次の中から１つ選択してください。 

 

 

 

 

 

  

R6(前回） 
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R6(前回） 
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女性 17

女性 27

女性 76

男性 7

男性 28

男性 21

男性 19

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４.まったく家事をしていない

３.あまり積極的ではないが家事をしている（正直

あまりしたくない）

２.どちらかといえば積極的に家事をしている

１.積極的に家事をしている

男性

女性

問 3-1 あなたは普段、積極的に家事をしていますか？ 次の中から１番近いものを１つ選択

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問3-1の男女別集計 
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問3-2 問 3-1で、１・２・３と回答した方にお聞きします。 次にあげるもののうち、普段 

あなたがしていることを選択してください。（複数選択可） 
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女性 1

女性 1

女性 2

女性 3

女性 6

女性 4

男性 1

男性 1

男性 2

男性 2

男性 4

男性 4

男性 7

男性 11

0 2 4 6 8 10 12

その他

家事の仕方が分からないから

家事は女性がするものだから

家族・同居人は、専業主婦（主夫）だから

疲れているから

仕事が忙しいから

面倒くさいから

家事は自分以外の人がやってくれているから

男性

女性

問3-3 問 3-1で、３・４と回答した方にお聞きします。 あなたが家事をしたくない・しない

理由の１番大きいものを１つ選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問3-3の男女別集計 
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女性 9

女性 4

女性 5

女性 17

女性 15

女性 21

女性 23

女性 26

男性 3

男性 3

男性 3

男性 4

男性 2

男性 6

男性 54

0 10 20 30 40 50 60

その他

トイレの掃除

洗濯物

浴室の掃除

食器洗い

ごみの分別・収集所に出す

部屋の掃除

料理

男性

女性

問４ 次にあげる家事のうち、あなたが配偶者やパートナーに 1番してもらいたいことを教 

えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問4の男女別集計 
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女性 5

女性 35

女性 39

女性 41

男性 8

男性 24

男性 21

男性 22

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

参加したい

どちらかといえば参加したい

参加したくない

どちらかといえば参加したくない

男性

女性

問５ 芽室町は他の自治体に比べ、ごみ分別が分かりにくいと言われています。 

ごみの分別講座の開催があれば参加したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問５の男女別集計 
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問3-3 問 3-1で、３・４と回答した方にお聞きします。 あなたが家事をしたくない・しない

理由の１番大きいものを１つ選択してください。 

 

「その他」の理由 

●かえってじゃまになるから。 

●家族皆で協力しています。 

 

 

問４ 次にあげる家事のうち、あなたが配偶者やパートナーに 1番してもらいたいことを教 

えてください。 

 

「その他」の回答 

●除雪や草取り 

●料理が美味しいと言葉だったり、お疲れ様とか何気ない言葉をかけてほしい。 

●庭仕事 

●支払いや買い物 

●してもらいたい事ではなく、お互いに気付いたら行うのが共同参画では？ 

●パートナーはいない 

●家の周り片付け、草むしり 

●食事の準備 

●一人暮らしだから。 

●自分の出した物は自分で片付ける。汚したら、すぐ掃除をする 

●自分のことは自分でやってもらいたい。 

●パートナー他界 
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